
は じ め に 

 この冊子には、2023 年度の A セメスターに教養学部前期課程の 1・2 年生に対して開講される講義内容の概要（『科目紹

介』）と、学年・科類・専門学部ごとの時間割（『時間割表』）が記載されています。 

 『科目紹介』では、時間割ごとに講義に関する情報を記載していますが、より詳しい情報は、UTAS（https://utas.adm.u-

tokyo.ac.jp/campusweb/）のシラバスで公開していますので、履修を検討している講義については必ず参照してください。

それぞれの講義内容をよく比較して、各自履修計画を立ててください。なお、こちらは『履修の手引き』のⅠ－４に掲載さ

れている、（表２）「前期課程で各科類の学生が取得すべき必要最低単位数」の順に記されています。 

 『時間割表』は、「科類別時間割表」「総合科目等時間割表」「専門科目一覧表」に分かれています。受講するクラスが指

定されている科目は、科類ごとに「科類別時間割表」に、受講するクラスが指定されていない総合科目、主題科目及び展開

科目は、「総合科目等時間割表」に、各種情報が記載されています。 

 入学時に配付された『履修の手引き』を参照して、前期課程の修了要件を満たすためにはどの科目群からどの程度の単位

の履修が必要か、進学志望の学部・学科等の要望科目・要求科目はどうなっているか、将来進むべき専門分野の基礎知識を

十分につけ、あわせて幅広く深い教養を身につけるためにはどのような組み合わせで講義を履修するのがよいかなどを十

分に考えて、バランスよく履修計画を立ててください。 



A セメスター（A1・A2 ターム）科目紹介 

 

 この電子ブックには A セメスター（A1・A2 ターム）に開講される科目の科目紹介（シラバス抜粋）が掲載されています

ので、履修計画を立てる際の参考にしてください。各授業のシラバスは、UTAS にログインの上、画面上「シラバス」メニ

ューから「（シラバス参照）」を選択することで参照ができます。UTAS 上のシラバスは本冊子の科目紹介よりも多くの情報

が掲載されていますので、履修を考えている授業については、必ず UTAS 上のシラバスを参照するようにしてください。 

 

科目紹介（シラバス）例（科目ごとに掲載されている項目・情報は異なります） 

 

時間割ｺｰﾄﾞ 開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 単位 対象 

① ② 東大概論 駒場 太郎 ③ ④ ⑤ ⑥ 

 講義題目  ⑦        

 目標概要          

 

①時間割コード 

それぞれの授業に割り振られている固有の番号です。UTAS でシラバスを参照する際などに使用します。 

②開講区分 

 授業が開講される期間を示します。それぞれの表示は以下の期間での開講を表します。 

開講区分 正式名称 授業の開講期間 

A A セメスター 概ね 10～1 月 

A1 A1 ターム 概ね 10～11 月 

A2 A2 ターム 概ね 12～1 月 

 授業日の詳細については、授業日程を参照してください。 

  



 

③所属 

 教養学部（総合文化研究科）が開講する授業は、開講元の部会名又は学科（専攻）が掲載されています。 

 他学部・研究科等が開講する授業は、当該学部・研究科等の名前が掲載されています。 

 開講所属凡例 

  

教養学部前期課程部会  教養学部 

英語  統合自然科学科 

ドイツ語   

フランス語・イタリア語  総合文化研究科 

中国語  言語情報科学専攻 

韓国朝鮮語  超域文化科学専攻 

表象文化論コース ロシア語  

スペイン語  超域文科化学専攻 

比較文学比較文化コース 古典語・地中海諸言語  

法・政治  地域文化研究専攻 

経済・統計  地域文化研究専攻 

アジア・日本文化研究コース 社会・社会思想史  

国際関係   

歴史学  その他（後期課程諸学部、全学センターなど） 

国文・漢文学  情報メディア科学委員会 

文化人類学  法学部 

哲学・科学史  医学部 

心理・教育学  新領域創成科学研究科 

人文地理学  先端科学技術研究センター 

物理  生産技術研究所 

化学  人間の安全保障プログラム 

生物  etc. 

情報・図形   

宇宙地球   

相関自然   

スポーツ・身体運動   

数学   

PEAK 前期   

日本語   

先進科学   

 

 

 

 

 

 



 

④曜限 

 授業が行われる曜限が掲載されています。「集中講義」と記載されている授業は、特定の日程や授業期間外に行われるこ

とがありますので、授業内容を確認してください。 

⑤単位 

 当該授業に合格した場合に得られる単位数が掲載されています。当項目の掲載がない科目については、『履修の手引き』

p.6 に掲載されている内容に従います。 

⑥対象 

 授業の対象となる科類やクラスが掲載されています。欄内の数字は組番号を表し、複数クラスが対象の場合は「6,16-18,20」

のように範囲を示しています（この場合は 17 組も対象クラスに含みます）。「奇数」「偶数」と記載のある場合には、学生証

番号末尾の数字の奇数・偶数で対象学生を示しています。本項目で指定されていない科類・クラス等に所属している学生は

当該授業の履修登録を行うことができないので、注意してください。 

⑦科目紹介の内容 

 具体的な科目紹介の内容が掲載されています。授業によっては、履修にあたっての注意点等が挿入されていることがあり

ます。不明な点は教務課に必ず確認の上、履修登録を行うようにしてください。 

 



英語の履修について 

 

 既修外国語の英語は各科目１単位または２単位で、計５単位の科目群であり、英語一列（教養英語）・英語二列Ｓ（アカ

デミック・ディスカッション）・英語二列Ｗ（アカデミック・ライティング）に分けられます（その他に総合科目Ｌ系列３

単位）。 

英語一列（教養英語）は共通教科書とこれに関連する音声教材を使用する習熟度別の授業です。英語二列Ｓも同じく習熟度

別の授業であり、文科生、理科生とも FLOW(Fluency-Oriented Workshop)のプログラムにより実施します。英語二列Ｗは、

文科生は ALESA(Active Learning of English for Students of the Arts)、理科生は ALESS(Active Learning of English for 

Science Students)のプログラムにより実施します。 

 

●「英語一列」「英語二列Ｓ」「英語二列Ｗ」は所属クラスに応じてあらかじめ指定された授業を履修します。「英語一列」

「英語二列Ｓ」は習熟度別にクラスが分けられています。UTAS ログイン後の「履修登録」画面より自分のクラスを確認し

てください（授業期間開始までには UTAS に反映されます。）。 

 

●「英語二列Ｓ」の履修には英語スピーキング能力の申請（クラス分け申請）が必要です。3 月末の初回クラス分け申請を

していない 2023 年度入学 1 年生（および申請に不備がありクラス分けできなかった 1 年生）は、各ターム開始前に、追加

クラス分けに関する案内を前期課程 HP「お知らせ」に掲示するので、自分が履修するタームの前に必ず確認し、所定の手

続きを行ってください。手続きに不備があると履修できないことがあります。 

 

●「英語一列」「英語二列Ｓ」「英語二列Ｗ」の３科目をそれぞれどのターム・セメスターに履修するかについては、所属ク

ラスにより異なり、下表の４つのグループにあらかじめ分けられています。「（クラス指定総合科目Ｌ）」と記載されている

部分については、総合科目Ｌ系列「英語中級」が所属クラスに対するクラス指定の授業として開講されます。 

 

  ターム・セメスター 

所属クラス 
1S1 1S2 1A1 1A2 

1S 1A 

文一二（8,11,22,25-26） 

文三（5,7,11,14,19） 

理一（1-4,12,17,18,20,23,31,35-36,39） 

理二三（11,13,20,23） 

英語一列① 英語二列 S 
（クラス指定 

総合科目 L） 
英語一列② 

（クラス指定総合科目 L） 英語二列 W 

文一二（5-6,13,15,16,18-19,24） 

文三（6,10,12,17） 

理一（7,9,13,19,25,28,30,34,37） 

理二三（6-7,18,19,22） 

英語一列① 
（クラス指定 

総合科目 L） 
英語二列 S 英語一列② 

英語二列 W （クラス指定総合科目 L） 

文一二（1-3,7,10,17,20-21,23,27-28） 

文三（1-3,9,15-16） 

理一（8,11,16,21,24,27,29,33） 

理二三（4,8,9,14,17,21） 

英語二列 S 英語一列① 英語一列② 
（クラス指定 

総合科目 L） 

（クラス指定総合科目 L） 英語二列 W 

文一二（4,9,12,14） 

文三（4,8,13,18,20） 

理一（5-6,10,14-15,22,26,32,38） 

理二三（1-3,5,10,12,15-16,24） 

（クラス指定 

総合科目 L） 
英語一列① 英語一列② 英語二列 S  

英語二列 W （クラス指定総合科目 L） 

 



外国語（英語一列・特別クラス） 

外国語（英語一列・特別クラス） 

英語一列（教養英語）・特別クラス 

≪英語一列②（教養英語）≫ 

目標・概要 英語一列は本学教養学部の英語部会教員が教養課程における英語学習のために作成した、理科生、文科生を問わず学
生の知的関心に応える高度で分野横断的な内容をもつ教科書を使用して行う授業である。クラスは学生の習熟度に合
わせて 3 段階に分かれており、それぞれのグループの学生にもっとも適した進度や授業方法を採用する。全クラスで
共通して学習する部分を一定量設けて試験範囲とし、これに実力問題を加えた統一定期試験を実施する。 

 

授業の方法 ・英語一列が行われる曜限にはそれぞれ複数のクラスが設けられている。各クラスの教室割り当てについては教務課
からの掲示を参照し、必ず指定されたクラスで受講すること（他の語学クラスとは違うので注意すること）。 

・英語一列では習熟度に応じて 3 つのグループを設定している。教務課からの教室割り当ての掲示にそれぞれのクラ
スがどのグループに該当するのかも示されている。 

グループ 1（G1）：授業は英語で行われる。指定された共通部分以外のテキストの範囲をカバーすることもあり、テキ
ストの内容理解に加え、作文・ディスカッションなど各教員の個性を生かした応用的な活動も含まれる。 

グループ 2（G2）：授業は原則として日本語で行われる。指定された共通部分以外のテキストの範囲をカバーすること
もあり、テキストの正確な読解に加え、作文・ディスカッションなど各教員の個性を生かした応用的な活動も含まれ
る。 

グループ 3（G3）：授業は原則として日本語で行われる。指定された共通部分をカバーし、語彙・文法等を重視しなが
ら読解力の養成を目指すが、それをもとにした発展的な活動を含むこともある。 

・具体的な授業の方法（教材の選択と利用方法、必要な準備、課題や小テストなど）については ITC-LMS の各クラス
のページを参照し、初回授業時に担当教員から説明を受けること。 

 

成績評価方法 ・平常点 5 割、定期試験（統一試験）5 割で評価が決定される。 

・定期試験を受けなかった場合は平常点のみ（つまり 50 点以下）の成績がつくことになるので必ず受験すること。 

・期末試験日以前に休学し試験当日に在籍していない場合は成績はつかない。 

 

教科書 次の教科書を使用する。／Will use the following textbook 

 書名 多元化する世界を英語で読む 

 著者（訳者） 東京大学教養学部英語部会（編） 

 出版社 東京大学出版会 

 ISBN 978-4-13-082135- 

≪英語特別クラス≫ 

 非英語圏からの留学生、及び入試の外国語を英語以外で受験した者で、かつ英語の履修を希望する者は、英語部会の許可を得て「英語特
別クラス」の履修で「英語一列②」「英語二列」「総合科目 L 系列 英語中級」の単位に充当することができる。履修希望者は第一週のガイ
ダンス（日時、場所は掲示を参照）に出席すること。 

 

授業科目名 担当教員 教室 
開

講 
曜限 対象クラス 

英語一列② 
教養英語 

担当教員 
各教室 

A1 

火 3 1 年文一二（1-3,7,9,27）文三（1-3,8-9）理一（5-6,16,27）理二三（1-3,5,12,17 ） 

火 4 1 年文一二（4,21,23）文三（16,18）理一（21-22,32,38）理二三（8,14-15） 

水 2 1 年文一二（10,14,20）文三（4,13）理一（11,14-15,24）理二三（4,9-10） 

水 3 1 年文一二（12,17,28）文三（15,20）理一（8,10,26,29,33）理二三（16,21,24） 

A2 

火 3 1 年文一二（13･24-25 ）文三（11･17 ）理一（1-4･9･18-19 ）理二三（7･13 ） 

火 4 1 年文一二（6･8･18 ）文三（5･7･12 ）理一（20･30-31･34-35 ）理二三（11･18･22 ） 

水 2 1 年文一二（5･15･19･26 ）文三（6･19 ）理一（7･12･23･28･36 ）理二三（6･23 ） 

水 3 1 年文一二（11･16･22 ）文三（10･14 ）理一（13･17･25･37･39 ）理二三（19-20 ） 

 



外国語（英語二列 S） 

外国語（英語二列 S） 

Fluency-Oriented Workshop （FLOW） 

授業の目標・概要 The course aims to build students’ confidence and ability to engage fluently and critically in a classroom 
discussion, to be aware of their weaknesses, and to have the tools to improve autonomously. 

成績評価方法 Grades are based on active participation in class activities and on related assignments. 
  
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割

コード 
開講 曜限 担当教員 対象クラス 

50332 Ａ１ 火 3 Raquel Moreno Penaranda 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

50333 Ａ１ 火 3 Naomi Berman 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

50334 Ａ１ 火 3 Candler Hallman 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

50335 Ａ１ 火 3 Doris Zhang 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

50336 Ａ１ 火 3 Ian Wash 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

50337 Ａ１ 火 3 Aurora Tsai 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

50338 Ａ１ 火 3 Isaac Tyrone Ghampson 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

50340 Ａ１ 火 3 Elisa Ruiz-Tada 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

50341 Ａ１ 火 3 SENNA IV MANUEL 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

50343 Ａ１ 火 3 Greg Dalziel 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

50344 Ａ１ 火 3 Erika D'Souza 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

50345 Ａ１ 火 3 PEEBLES GRAHAM 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

51475 Ａ１ 火 3 Dennis Stromback 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

51482 Ａ１ 火 3 John Quayle 1 年 文一二(13,24)文三(17)理一(9,19)理二三(7) 

50403 Ａ１ 火 4 Sylwia Ejmont 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

50404 Ａ１ 火 4 Stefanie Mack 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

50405 Ａ１ 火 4 Ian Wash 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

50406 Ａ１ 火 4 SENNA IV MANUEL 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

50407 Ａ１ 火 4 Graham Peebles 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

50409 Ａ１ 火 4 Candler Hallman 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

50410 Ａ１ 火 4 Erika D'Souza 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

50411 Ａ１ 火 4 Alex Bueno 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

50412 Ａ１ 火 4 Doris Zhang 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

50413 Ａ１ 火 4 PEEBLES GRAHAM 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

50416 Ａ１ 火 4 Tito Akindele 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

51476 Ａ１ 火 4 Dennis Stromback 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

51483 Ａ１ 火 4 Simon Perry 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

51484 Ａ１ 火 4 John Quayle 1 年 文一二(6,18)文三(12)理一(30,34)理二三(18,22) 

50502 Ａ１ 水 2 Naomi Berman 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

50503 Ａ１ 水 2 Sylwia Ejmont 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

50504 Ａ１ 水 2 Eric Vanden Bussche 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

50505 Ａ１ 水 2 Aurora Tsai 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

50507 Ａ１ 水 2 Incoronata Nadia Inserra 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

50508 Ａ１ 水 2 Catherine Hansen 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

50509 Ａ１ 水 2 Candler Hallman 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 



外国語（英語二列 S） 

50511 Ａ１ 水 2 Stefanie Mack 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

50512 Ａ１ 水 2 Simon Perry 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

50513 Ａ１ 水 2 SENNA IV MANUEL 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

50515 Ａ１ 水 2 Raquel Moreno Penaranda 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

50516 Ａ１ 水 2 John Solomon Maninang 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

50517 Ａ１ 水 2 Richard Dietz 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

51477 Ａ１ 水 2 Christopher Nicklin 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

51489 Ａ１ 水 2 片山 晶子 1 年 文一二(5,15,19)文三(6)理一(7,28)理二三(6) 

50595 Ａ１ 水 3 Alexandra Terashima 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

50596 Ａ１ 水 3 Sylwia Ejmont 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

50598 Ａ１ 水 3 Eric Vanden Bussche 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

50599 Ａ１ 水 3 John Pazdziora 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

50600 Ａ１ 水 3 Raquel Moreno Penaranda 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

50601 Ａ１ 水 3 John Solomon Maninang 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

50602 Ａ１ 水 3 Catherine Hansen 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

50603 Ａ１ 水 3 PEEBLES GRAHAM 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

50604 Ａ１ 水 3 Richard Dietz 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

50605 Ａ１ 水 3 Anna Bordilovskaya 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

50606 Ａ１ 水 3 Naomi Berman 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

50607 Ａ１ 水 3 Aurora Tsai 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

50608 Ａ１ 水 3 Incoronata Nadia Inserra 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

51478 Ａ１ 水 3 Christopher Nicklin 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

51490 Ａ１ 水 3 片山 晶子 1 年 文一二(16)文三(10)理一(13,25,37)理二三(19) 

60105 Ａ２ 火 3 Raquel Moreno Penaranda 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60107 Ａ２ 火 3 Isaac Tyrone Ghampson 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60108 Ａ２ 火 3 Aurora Tsai 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60109 Ａ２ 火 3 Elisa Ruiz-Tada 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60110 Ａ２ 火 3 Dennis Stromback 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60111 Ａ２ 火 3 Candler Hallman 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60112 Ａ２ 火 3 Graham Peebles 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60113 Ａ２ 火 3 Naomi Berman 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60114 Ａ２ 火 3 Greg Dalziel 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60115 Ａ２ 火 3 PEEBLES GRAHAM 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60116 Ａ２ 火 3 Ian Wash 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60117 Ａ２ 火 3 Doris Zhang 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60119 Ａ２ 火 3 Alex Bueno 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60231 Ａ２ 火 3 John Quayle 1 年 文一二(9)文三(8)理一(5-6)理二三(1-3,5,12) 

60122 Ａ２ 火 4 Candler Hallman 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60123 Ａ２ 火 4 Graham Peebles 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60124 Ａ２ 火 4 Ian Wash 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60125 Ａ２ 火 4 Elisa Ruiz-Tada 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60126 Ａ２ 火 4 Sylwia Ejmont 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60127 Ａ２ 火 4 Alex Bueno 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 



外国語（英語二列 S） 

60128 Ａ２ 火 4 Stefanie Mack 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60129 Ａ２ 火 4 PEEBLES GRAHAM 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60130 Ａ２ 火 4 Isaac Tyrone Ghampson 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60133 Ａ２ 火 4 Tito Akindele 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60134 Ａ２ 火 4 Doris Zhang 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60135 Ａ２ 火 4 Dennis Stromback 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60232 Ａ２ 火 4 Simon Perry 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60233 Ａ２ 火 4 John Quayle 1 年 文一二(4)文三(18)理一(22,32,38)理二三(15) 

60151 Ａ２ 水 2 Alexandra Terashima 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60152 Ａ２ 水 2 Sylwia Ejmont 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60153 Ａ２ 水 2 Stefanie Mack 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60154 Ａ２ 水 2 Catherine Hansen 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60155 Ａ２ 水 2 Richard Dietz 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60157 Ａ２ 水 2 Candler Hallman 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60158 Ａ２ 水 2 Raquel Moreno Penaranda 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60160 Ａ２ 水 2 John Solomon Maninang 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60162 Ａ２ 水 2 Aurora Tsai 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60163 Ａ２ 水 2 Naomi Berman 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60164 Ａ２ 水 2 Simon Perry 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60165 Ａ２ 水 2 Eric Vanden Bussche 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60166 Ａ２ 水 2 Incoronata Nadia Inserra 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60167 Ａ２ 水 2 Christopher Nicklin 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60234 Ａ２ 水 2 片山 晶子 1 年 文一二(14)文三(4,13)理一(14-15)理二三(10) 

60168 Ａ２ 水 3 Aurora Tsai 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60169 Ａ２ 水 3 PEEBLES GRAHAM 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60170 Ａ２ 水 3 John Pazdziora 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60171 Ａ２ 水 3 Incoronata Nadia Inserra 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60172 Ａ２ 水 3 Anna Bordilovskaya 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60173 Ａ２ 水 3 Richard Dietz 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60174 Ａ２ 水 3 Candler Hallman 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60175 Ａ２ 水 3 Alexandra Terashima 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60177 Ａ２ 水 3 Eric Vanden Bussche 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60178 Ａ２ 水 3 Raquel Moreno Penaranda 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60179 Ａ２ 水 3 Christopher Nicklin 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60180 Ａ２ 水 3 Catherine Hansen 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60181 Ａ２ 水 3 John Solomon Maninang 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60182 Ａ２ 水 3 Naomi Berman 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

60235 Ａ２ 水 3 片山 晶子 1 年 文一二(12)文三(20)理一(10,26)理二三(16,24) 

 



外国語（英語二列W）ALESA 

外国語（英語二列 W）ALESA 

Active Learning of English for Students of the Arts (ALESA) 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 This course introduces students to the skill of building an effective written argument in English supported by 
sources and evidence and to the conventions of formal writing. By the end of the course, students will:  
- be able to present a clear position which is supported by evidence and addresses alternative points of view;  
- understand the organisation and rhetorical features of an argumentative essay;  
- be familiar with basic stylistic conventions of academic writing.  
 

授業の方法 Class activities will include reading and analyzing argumentative writing in English; developing a position on 
a issue on the basis of individual research; engaging in a variety of pre-writing exercises; writing and revising; 
and using peer feedback to improve students’ own and others’ work in discussion and written comments.  
The class is taught in English, and students are encouraged to speak English in class. Graduate-student teaching 
assistants are available in the Komaba Writers’ Studio to help students with their research, writing, and 
discussion. 
 

成績評価方法 Grades are based on writing assignments, discussion, and participation in class activities. 
関連ホームページ https://ale2.c.u-tokyo.ac.jp/ 
  
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割 

コード 
曜限 担当教員 対象クラス 

50046 月 2 Candler Hallman 1 年 文一二(8,22)文三(5,7,9) 

50047 月 2 Christopher Nicklin 1 年 文一二(8,22)文三(5,7,9) 

50048 月 2 Natsuno Funada 1 年 文一二(8,22)文三(5,7,9) 

50049 月 2 Sylwia Ejmont 1 年 文一二(8,22)文三(5,7,9) 

50050 月 2 Ian Wash 1 年 文一二(8,22)文三(5,7,9) 

50051 月 2 Eric Vanden Bussche 1 年 文一二(8,22)文三(5,7,9) 

50052 月 2 Aurora Tsai 1 年 文一二(8,22)文三(5,7,9) 

50053 月 2 John Pazdziora 1 年 文一二(8,22)文三(5,7,9) 

50054 月 2 Naomi Berman 1 年 文一二(8,22)文三(5,7,9) 

50055 月 2 Incoronata Nadia Inserra 1 年 文一二(8,22)文三(5,7,9) 

50729 木 2 Ian Wash 1 年 文一二(7,23,26)文三(14) 

50730 木 2 John Pazdziora 1 年 文一二(7,23,26)文三(14) 

50731 木 2 Natsuno Funada 1 年 文一二(7,23,26)文三(14) 

50732 木 2 Erika D'Souza 1 年 文一二(7,23,26)文三(14) 

50733 木 2 Alex Bueno 1 年 文一二(7,23,26)文三(14) 

50734 木 2 Christopher Nicklin 1 年 文一二(7,23,26)文三(14) 

50735 木 2 Dennis Stromback 1 年 文一二(7,23,26)文三(14) 

50736 木 2 Sylwia Ejmont 1 年 文一二(7,23,26)文三(14) 

50737 木 2 Catherine Hansen 1 年 文一二(7,23,26)文三(14) 

50738 木 2 Greg Dalziel 1 年 文一二(7,23,26)文三(14) 

50791 木 3 Alex Bueno 1 年 文一二(10,17,20)文三(19) 

50792 木 3 Dennis Stromback 1 年 文一二(10,17,20)文三(19) 

50793 木 3 Sylwia Ejmont 1 年 文一二(10,17,20)文三(19) 

50794 木 3 Eric Vanden Bussche 1 年 文一二(10,17,20)文三(19) 

50795 木 3 John Pazdziora 1 年 文一二(10,17,20)文三(19) 

50796 木 3 Catherine Hansen 1 年 文一二(10,17,20)文三(19) 

50797 木 3 Richard Dietz 1 年 文一二(10,17,20)文三(19) 

50798 木 3 Greg Dalziel 1 年 文一二(10,17,20)文三(19) 

50799 木 3 Erika D'Souza 1 年 文一二(10,17,20)文三(19) 



外国語（英語二列W）ALESA 

50891 金 1 Greg Dalziel 1 年 文一二(1-3,11,25,27)文三(1-3,15) 

50892 金 1 Christopher Nicklin 1 年 文一二(1-3,11,25,27)文三(1-3,15) 

50893 金 1 Incoronata Nadia Inserra 1 年 文一二(1-3,11,25,27)文三(1-3,15) 

50894 金 1 Catherine Hansen 1 年 文一二(1-3,11,25,27)文三(1-3,15) 

50895 金 1 Richard Dietz 1 年 文一二(1-3,11,25,27)文三(1-3,15) 

50896 金 1 Dennis Stromback 1 年 文一二(1-3,11,25,27)文三(1-3,15) 

50897 金 1 Alex Bueno 1 年 文一二(1-3,11,25,27)文三(1-3,15) 

50898 金 1 Erika D'Souza 1 年 文一二(1-3,11,25,27)文三(1-3,15) 

50899 金 1 Aurora Tsai 1 年 文一二(1-3,11,25,27)文三(1-3,15) 

50900 金 1 John Pazdziora 1 年 文一二(1-3,11,25,27)文三(1-3,15) 

50986 金 3 Greg Dalziel 1 年 文一二(21,28)文三(11,16) 

50987 金 3 Christopher Nicklin 1 年 文一二(21,28)文三(11,16) 

50988 金 3 Dennis Stromback 1 年 文一二(21,28)文三(11,16) 

50989 金 3 Alex Bueno 1 年 文一二(21,28)文三(11,16) 

50990 金 3 Aurora Tsai 1 年 文一二(21,28)文三(11,16) 

50991 金 3 Richard Dietz 1 年 文一二(21,28)文三(11,16) 

50992 金 3 Catherine Hansen 1 年 文一二(21,28)文三(11,16) 

50993 金 3 Incoronata Nadia Inserra 1 年 文一二(21,28)文三(11,16) 

 



外国語（英語二列 W）ALESS 

外国語（英語二列 W）ALESS 

Active Learning of English for Science Students (ALESS) 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 In this course, students learn about formal scientific writing and style in English; the organization, language, 
and rhetoric of scientific papers; and the process of writing and preparing formal papers through peer review 
and revision. 

授業の方法 Class activities include reading and analyzing scientific writing in English, designing a research project, group 
work, peer review of student writing, and speaking activities. Each student writes a research paper based on an 
application of the scientific method. 
The class is taught in English, and students are encouraged to speak English in class. Graduate-student teaching 
assistants are available in the ALESS Lab and the Komaba Writers' Studio to help students with their research, 
writing, and presentation. 
 

成績評価方法 Grades are based on writing a research paper, speaking activities, written assignments, and participation in 
class activities. 

関連ホームページ https://ale2.c.u-tokyo.ac.jp/ 
  
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割 

コード 
曜限 担当教員 対象クラス 

50061 月 2 Anna Bordilovskaya 1 年 理一(4,35-36) 

50062 月 2 Tomoko Kamishima 1 年 理一(4,35-36) 

50063 月 2 Raquel Moreno Penaranda 1 年 理一(4,35-36) 

50064 月 2 Graham Peebles 1 年 理一(4,35-36) 

50065 月 2 Jesus Alberto Pulido Arcas 1 年 理一(4,35-36) 

50066 月 2 Alexandra Terashima 1 年 理一(4,35-36) 

50097 月 3 Ian Wash 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50098 月 3 Jesus Alberto Pulido Arcas 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50099 月 3 Graham Peebles 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50100 月 3 Anna Bordilovskaya 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50102 月 3 Natsuno Funada 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50103 月 3 Isaac Tyrone Ghampson 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50104 月 3 Candler Hallman 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50105 月 3 Tomoko Kamishima 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50106 月 3 John Solomon Maninang 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50107 月 3 Raquel Moreno Penaranda 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50108 月 3 Stefanie Mack 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50109 月 3 Elisa Ruiz-Tada 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50110 月 3 Alexandra Terashima 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50111 月 3 Doris Zhang 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

51487 月 3 James Ellinger 1 年 理一(8,11,21,23-24,31,33) 

50156 月 4 Elisa Ruiz-Tada 1 年 理一(12,16)理二三(13) 

50157 月 4 Manuel Senna 1 年 理一(12,16)理二三(13) 

50158 月 4 Raquel Moreno Penaranda 1 年 理一(12,16)理二三(13) 

50159 月 4 Isaac Tyrone Ghampson 1 年 理一(12,16)理二三(13) 

50161 月 4 Doris Zhang 1 年 理一(12,16)理二三(13) 

50162 月 4 Ian Wash 1 年 理一(12,16)理二三(13) 

51481 月 4 Anna Bordilovskaya 1 年 理一(12,16)理二三(13) 

51488 月 4 James Ellinger 1 年 理一(12,16)理二三(13) 

50229 火 1 Simon Perry 1 年 理二三(21,23) 



外国語（英語二列 W）ALESS 

50230 火 1 Elisa Ruiz-Tada 1 年 理二三(21,23) 

50231 火 1 Manuel Senna 1 年 理二三(21,23) 

50232 火 1 Anna Bordilovskaya 1 年 理二三(21,23) 

50233 火 1 Naomi Berman 1 年 理二三(21,23) 

50475 水 1 John Quayle 1 年 理一(1-3,18,27) 

50476 水 1 Eric Vanden Bussche 1 年 理一(1-3,18,27) 

50477 水 1 Jesus Alberto Pulido Arcas 1 年 理一(1-3,18,27) 

50478 水 1 Tito Akindele 1 年 理一(1-3,18,27) 

50479 水 1 Isaac Tyrone Ghampson 1 年 理一(1-3,18,27) 

50480 水 1 Stefanie Mack 1 年 理一(1-3,18,27) 

50481 水 1 Naomi Berman 1 年 理一(1-3,18,27) 

50761 木 2 Simon Perry 1 年 理一(17,20)理二三(20) 

50762 木 2 Tomoko Kamishima 1 年 理一(17,20)理二三(20) 

50763 木 2 Eric Vanden Bussche 1 年 理一(17,20)理二三(20) 

50764 木 2 Doris Zhang 1 年 理一(17,20)理二三(20) 

50765 木 2 John Quayle 1 年 理一(17,20)理二三(20) 

50766 木 2 Richard Dietz 1 年 理一(17,20)理二三(20) 

50767 木 2 Elisa Ruiz-Tada 1 年 理一(17,20)理二三(20) 

50913 金 1 Tito Akindele 1 年 理二三(8,14) 

50915 金 1 Manuel Senna 1 年 理二三(8,14) 

50916 金 1 Jesus Alberto Pulido Arcas 1 年 理二三(8,14) 

50917 金 1 Graham Peebles 1 年 理二三(8,14) 

51485 金 1 John Quayle 1 年 理二三(8,14) 

51006 金 3 Stefanie Mack 1 年 理一(29,39)理二三(9) 

51007 金 3 John Solomon Maninang 1 年 理一(29,39)理二三(9) 

51008 金 3 Simon Perry 1 年 理一(29,39)理二三(9) 

51010 金 3 Manuel Senna 1 年 理一(29,39)理二三(9) 

51012 金 3 Graham Peebles 1 年 理一(29,39)理二三(9) 

51013 金 3 Tito Akindele 1 年 理一(29,39)理二三(9) 

51486 金 3 John Quayle 1 年 理一(29,39)理二三(9) 

51045 金 4 Isaac Tyrone Ghampson 1 年 理二三(4,11,17) 

51046 金 4 John Solomon Maninang 1 年 理二三(4,11,17) 

51048 金 4 Stefanie Mack 1 年 理二三(4,11,17) 

51049 金 4 Simon Perry 1 年 理二三(4,11,17) 

51050 金 4 Doris Zhang 1 年 理二三(4,11,17) 

 



基礎科目 ドイツ語 

基礎科目 ドイツ語 

ドイツ語 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 一列・二列では共通教材『Einblicke』（東京大学教養学部ドイツ語部会編）を用いて、週二回の授業によ
り、文法と読解を中心に、会話練習を交えながら総合的にドイツ語を学習する。  
 履修者は必ず、同一クラスの一列と二列を履修すること。一列もしくは二列のみの履修は認められない。  
 なお、L 系列の科目、特にドイツ語初級（演習）も積極的に履修することを勧める。  
 

成績評価方法 平常点および試験によって行う。なお、1 年生 S セメスターの一列・二列には同一の成績がつく。 
教科書 次の教科書を使用する。／Will use the following textbook 
 書名 ドイツ語共通教科書『Einblicke』 
 著者（訳者） 東京大学教養学部ドイツ語部会編 
関連ホームページ http://deutsch.c.u-tokyo.ac.jp/ 
  
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割

コード 
曜限 授業科目名 担当教員 対象クラス 

50073 月 2 ドイツ語一列② 斉藤 渉 1 年 理一(29) 

50074 月 2 ドイツ語一列② 高橋 宗五 1 年 理一(32) 

50149 月 4 ドイツ語一列② 田中 純 1 年 文一二(22) 

50348 火 3 ドイツ語一列② 稲葉 治朗 1 年 文一二(20) 

50362 火 3 ドイツ語一列② 石原 あえか 1 年 文三(15) 

50363 火 3 ドイツ語一列② 三宅 晶子 1 年 文三(16) 

50368 火 3 ドイツ語一列② 一條 麻美子 1 年 理一(31) 

50434 火 4 ドイツ語一列② 大石 紀一郎 1 年 理一(28) 

50556 水 2 ドイツ語一列② 有信 真美菜 1 年 理二三(17) 

50610 水 3 ドイツ語一列② 針貝 真理子 1 年 文一二(21) 

50648 水 4 ドイツ語一列② 有信 真美菜 1 年 理一(30) 

50834 木 4 ドイツ語一列② 宮谷 尚実 1 年 文一二(1)文三(1)理一(1)理二三(1) 

51019 金 3 ドイツ語一列② 工藤 達也 1 年 理二三(19) 

51052 金 4 ドイツ語一列② 瀬尾 文子 1 年 理二三(18) 

50627 水 3 ドイツ語特修 有信 真美菜 2 年 文科 理科 

50656 水 4 ドイツ語特修 板倉 歌 2 年 文科 理科 

 



基礎科目 フランス語 

基礎科目 フランス語 

フランス語 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 文科生クラス、理科生クラスとも、一列・二列を通じて文法および講読の基礎を固める。 
 文科生は、これに加えて演習を履修し、発音や作文、初歩的な会話の練習、文法や講読の応用練習など
を行う。 
 理科生には、自由選択が可能な国際コミュニケーションの初級科目への積極的な参加を勧める。 
 

成績評価方法 平常点（出席・授業への参加態度および小テストなど）と学期末試験で総合的に評価する。 
教科書 授業中に指示をする。／Will specify at class time 
関連ホームページ http://langue-fr.c.u-tokyo.ac.jp 
  
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割

コード 
曜限 授業科目名 担当教員 対象クラス 

50058 月 2 フランス語一列② 片岡 大右 1 年 文一二(24) 

50075 月 2 フランス語一列② 斎藤 かぐみ 1 年 理一(37) 

50120 月 3 フランス語一列② 斎藤 かぐみ 1 年 理一(38) 

50121 月 3 フランス語一列② 治山 純子 1 年 理一(39) 

50150 月 4 フランス語一列② 治山 純子 1 年 文一二(23) 

50427 火 4 フランス語一列② 西川 純子 1 年 文一二(26) 

50487 水 1 フランス語一列② 赤羽 悠 1 年 理一(33) 

50557 水 2 フランス語一列② 赤羽 悠 1 年 理二三(20) 

50639 水 4 フランス語一列② 桑田 光平 1 年 文三(17) 

50746 木 2 フランス語一列② 小西 英則 1 年 文三(18) 

50747 木 2 フランス語一列② 郷原 佳以 1 年 文三(19) 

50748 木 2 フランス語一列② 渡邊 淳也 1 年 文三(20) 

50772 木 2 フランス語一列② 井口 俊 1 年 理一(35) 

50773 木 2 フランス語一列② 坂本 さやか 1 年 理一(36) 

50774 木 2 フランス語一列② 関俣 賢一 1 年 理二三(22) 

50807 木 3 フランス語一列② 片岡 大右 1 年 文一二(25) 

50808 木 3 フランス語一列② 増田 一夫 1 年 文一二(27) 

50809 木 3 フランス語一列② 関俣 賢一 1 年 文一二(28) 

50835 木 4 フランス語一列② ビゼ 1 年 文一二(2)文三(2)理一(2)理二三(2) 

50855 木 4 フランス語一列② 野崎 夏生 1 年 理二三(23) 

51014 金 3 フランス語一列② 小西 英則 1 年 理一(34) 

51020 金 3 フランス語一列② 松井 裕美 1 年 理二三(21) 

51021 金 3 フランス語一列② 鈴木 順子 1 年 理二三(24) 

50628 水 3 フランス語特修 桑田 光平 2 年 文科 理科 

       

 



基礎科目 中国語 

基礎科目 中国語 

中国語 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 中国語の要である発音をしっかりと身につけた上で、文法の基礎を一年かけて一通り学習する。 
●文科生は選択必修科目の初級演習をあわせて履修し、コミュニケーション能力を養成する。クラス別
に開講するので、自分のクラスの初級演習を履修すること。 
●理科生向けには、選択科目の「初級演習」を開講しているので、一、二列で習ったことをもとに、コミ
ュニケーション能力を高めることが望ましい。（木５に開講） 
●既習クラスは、概要やテキストが異なるため該当クラスのシラバスを確認すること。 
 

成績評価方法 期末試験、小テストなどで評価をするが、具体的には学期途中で指示をするので各教員の指示に従うこ
と。 

教科書 次の教科書を使用する。／Will use the following textbook 
 書名 漢語課本 
 著者（訳者） 小野秀樹・賈黎黎・吉川雅之・小嶋美由紀・李佳樑 著 
 出版社 白帝社 
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割

コード 
曜限 授業科目名 担当教員 対象クラス 

50072 月 2 中国語一列② 大橋 義武 1 年 理一(24) 

50119 月 3 中国語一列② 賈 黎黎 1 年 理一(20) 

50154 月 4 中国語一列② 瀬地山 角 1 年 文三(14) 

50219 火 1 中国語一列② 阿古 智子 1 年 理一(3)理二三(3)(TLP) 

50227 火 1 中国語一列② 王 牧 1 年 理一(26) 

50549 火 3 中国語一列② 神谷 智幸 1 年 理一(22) 

50433 火 4 中国語一列② 毛 興華 1 年 理一(27) 

50533 水 2 中国語一列② 吉川 雅之 1 年 文一二(17)(TLP) 

50543 水 2 中国語一列② 伊藤 徳也 1 年 文三(12)(TLP) 

50548 水 2 中国語一列② 小野 秀樹 1 年 理一(19) 

50555 水 2 中国語一列② 張 政遠 1 年 理二三(16) 

50609 水 3 中国語一列② 王 英輝 1 年 文一二(19) 

50615 水 3 中国語一列② 韓 燕麗 1 年 文三(13) 

50740 木 2 中国語一列② 久保 茉莉子 1 年 文一二(14) 

50741 木 2 中国語一列② 松本 秀士 1 年 文一二(15) 

50769 木 2 中国語一列② 下出 宣子 1 年 理一(25) 

50806 木 3 中国語一列② 下出 宣子 1 年 文一二(16) 

50825 木 3 中国語一列② 河野 直恵 1 年 理二三(15) 

50836 木 4 中国語一列② 毛 興華 1 年 文一二(3)文三(3)理一(3)理二三(3) 

50839 木 4 中国語一列② 河野 直恵 1 年 文一二(18) 

50854 木 4 中国語一列② 渡辺 剛 1 年 理二三(13) 

50901 金 1 中国語一列② 石井 剛 1 年 文一二(13) 

51003 金 3 中国語一列② 前田 恭規 1 年 理一(23) 

51018 金 3 中国語一列② 谷垣 真理子 1 年 理二三(14) 

51034 金 4 中国語一列② 王 欽 1 年 文三(11) 

51043 金 4 中国語一列② 前田 恭規 1 年 理一(21) 

50657 水 4 中国語特修 谷垣 真理子 2 年 文科 理科 

※TLP 履修者は、対象クラスで TLP と指定されている授業を履修すること。なお、総合科目 L 系列 英語中級、英語上級の

抽選登録にあたり、一度当選した科目は履修登録を削除することができないため、抽選登録を行う際は、それぞれの開講曜

限に注意すること。 



基礎科目 ロシア語 

基礎科目 ロシア語 

ロシア語 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 初修ロシア語の 1 年目はロシア語の文字からはじめて、ロシア語の基礎文法を修得する。1 年を終えるこ
ろには簡単なロシア語テクストが自在に読める能力の獲得をめざす。 
 文系・理系を問わず、共通教科書を使用する。 
 Ｓセメスターに学んだ文法の基本を発展させ、さらに新しい文法項目を学ぶとともに、テクストによっ
て読解の基礎をつける。 

成績評価方法 定期試験と平常点。 
適宜小テストを行うことがある。 

教科書 次の教科書を使用する。／Will use the following textbook 
 書名 Изучаем русский язык с нуля (ロシア語をはじめよう) 
 著者（訳者） 西中村浩・朝妻恵理子 
 出版社 朝日出版社 
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割

コード 
曜限 授業科目名 担当教員 対象クラス 

50217 火 1 ロシア語一列② 浜田 華練 1 年 文一二(4)文三(4)理一(4-5)理二三(4)(TLP) 

50435 火 4 ロシア語一列② 丸山 由紀子 1 年 理二三(4) 

50750 木 2 ロシア語一列② 渡邊 日日 1 年 理一(4) 

50751 木 2 ロシア語一列② 鳥山 祐介 1 年 理一(5) 

50975 金 3 ロシア語一列② 宮川 絹代 1 年 文一二(4) 

50995 金 3 ロシア語一列② 畔栁 千明 1 年 文三(4) 

50658 水 4 ロシア語特修 石井 優貴 2 年 文科 理科 

 



基礎科目 スペイン語 

基礎科目 スペイン語 

スペイン語 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 スペイン語初修は、共通教科書『Brújula』を用い、１年間かけて、日常使われるスペイン語を理解し、
簡単な文章を読んだり書いたり、またスペイン語でコミュニケーションをとるために必要な文法体系全
体を学習する。Ｓセメスターでは、内容を 1 列（文法）と 2 列（講読）に分け（今年度は COVID-19 禍
により、1 列／2 列をリレー方式で展開した。）、Ａセメスターでは 1 列で文法・講読の両方を扱う。文系
では、外国人教員が担当するクラス指定の演習を設け、教科書の進度に合わせ、発音、聞き取り、会話練
習、文法の応用練習などを行う。また、スペイン語を集中的に勉強したい学生のために、インテンシヴク
ラスを週２回開講する。そのほかに、初級作文や初級会話の科目を開講しており、これらを履修すること
によりスペイン語の運用能力をさらに高めることができる。 

成績評価方法 各担当教員に任されている。 
教科書 次の教科書を使用する。／Will use the following textbook 
 書名 Brújula−スペイン語学習の羅針盤 
 著者（訳者） 東京大学教養学部スペイン語部会 
 出版社 朝日出版社 
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割

コード 
曜限 授業科目名 担当教員 対象クラス 

50056 月 2 スペイン語一列② 受田 宏之 1 年 文一二(9) 

50077 月 2 スペイン語一列② 松尾 俊輔 1 年 理二三(10) 

50125 月 3 スペイン語一列② 網野 徹哉 1 年 理二三(7) 

50126 月 3 スペイン語一列② 三浦 麻衣子 1 年 理二三(8) 

50175 月 4 スペイン語一列② 三浦 麻衣子 1 年 理二三(12) 

50226 火 1 スペイン語一列② 相田 豊 1 年 理一(16) 

50360 火 3 スペイン語一列② 網野 徹哉 1 年 文三(10) 

50373 火 3 スペイン語一列② 相田 豊 1 年 理二三(11) 

50437 火 4 スペイン語一列② 遠藤 健太 1 年 理二三(9) 

50547 水 2 スペイン語一列② 倉田 量介 1 年 理一(18) 

50613 水 3 スペイン語一列② 久住 真由 1 年 文三(9) 

50644 水 4 スペイン語一列② 相田 豊 1 年 理一(9) 

50645 水 4 スペイン語一列② 久住 真由 1 年 理一(11) 

50646 水 4 スペイン語一列② 伊香 祝子 1 年 理一(17) 

50739 木 2 スペイン語一列② 水口 良樹 1 年 文一二(10) 

50756 木 2 スペイン語一列② 愛場 百合子 1 年 理一(10) 

50760 木 2 スペイン語一列② 倉田 量介 1 年 理一(15) 

50800 木 3 スペイン語一列② 倉田 量介 1 年 文一二(11) 

50810 木 3 スペイン語一列② 見田 悠子 1 年 文三(7) 

50815 木 3 スペイン語一列② 若林 大我 1 年 理一(12) 

50816 木 3 スペイン語一列② 木﨑 孝嘉 1 年 理一(13) 

50838 木 4 スペイン語一列② 木﨑 孝嘉 1 年 文一二(8) 

50843 木 4 スペイン語一列② 若林 大我 1 年 理一(14) 

50983 金 3 スペイン語一列② 有田 美保 1 年 文一二(7) 

50996 金 3 スペイン語一列② 見田 悠子 1 年 文三(8) 

51028 金 4 スペイン語一列② 有田 美保 1 年 文一二(12) 

50629 水 3 スペイン語特修 竹村 文彦 2 年 文科 理科 

 



基礎科目 韓国朝鮮語 

基礎科目 韓国朝鮮語 

韓国朝鮮語 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 ●1年生初修クラス 
 Ｓセメスターに引き続き、共通教材『ことばの架け橋（精選版）』を通じて文法と語彙を学んでいき、教
科書を終えた後には、さまざまな教材を用いて一年間に学んだ文法知識の応用練習を行います。これら
によって A セメスターの授業では、基礎文法を完全に習得した上で、辞書を引きながら新聞・雑誌記事
を読める程度、また基本的な内容ならば自分の考えや意見を正確に表現できる程度の力を身につけるこ
とを目指します。 
 文科生はこのほか総合科目 L 系列において、韓国人教員が担当する「初級（演習）②」を履修し、基礎
知識の応用をはかっていきます。 
●特修クラス 
 これまでに学んだ内容の復習によって、韓国朝鮮語の基本的な能力を身に付けることを目指します。詳
しくは UTAS 上のシラバスを参照してください。 

成績評価方法 定期試験と平常点（出席、小テスト、課題など） 
教科書 次の教科書を使用する。／Will use the following textbook 
 書名 『ことばの架け橋（精選版）』 
 著者（訳者） 生越直樹，三ツ井崇，チョ・ヒチョル 
関連ホームページ http://phiz.c.u-tokyo.ac.jp/~korea/korea_junior.html 
  
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割

コード 
曜限 授業科目名 担当教員 対象クラス 

50036 月 2 韓国朝鮮語一列② 岡村 佳奈 1 年 文一二(5) 

50359 火 3 韓国朝鮮語一列② 三ツ井 崇 1 年 文三(5) 

50436 火 4 韓国朝鮮語一列② 河崎 啓剛 1 年 理二三(5) 

50907 金 1 韓国朝鮮語一列② 齊藤 良子 1 年 理一(6) 

50659 水 4 韓国朝鮮語特修 河崎 啓剛 2 年 文科 理科 

       

 



基礎科目 イタリア語 

基礎科目 イタリア語 

イタリア語 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 ●1年生初修クラス 
 Ⅰ列Ⅱ列では、A セメスター前半までに、初級文法を一通り習得します。Ａセメスター後半ではそれを
応用しながら、比較的平易な現代文を中心としたテクストの読解と、接続法・条件法等の文法知識の整理
を行います。テクストとして、東京大学イタリア語教材編集委員会編の文法教科書「イタリア語のスター
ト Italiano... in partenza!」（白水社）を適宜参照しながら、中級読解教科書『ピアッツァ』（東京大学出版
局）を主に使用します。あわせて、ネイティヴスピーカの教員による、文法知識の定着と自然なイタリア
語の習得のための演習が必修科目（文系）・国際コミュニケーション科目（理系）として開講されていま
す。「国際コミュニケーション」として、ほかにも初級の会話・作文、テクスト分析 I も開講されている
ので、積極的に受講してください。 
●既修クラス 
 総合科目Ｌ系列「国際コミュニケーション」科目の中・上級科目を既修者の単位として認定しています。 
●授業計画 
 １年生初修 ―Ａセメスター前半 初級文法まとめ 
 Ａセメスター後半 講読中心 
●学習上のアドバイス 
 時間割上可能で意欲的な学習者には、総合科目Ｌ系列「国際コミュニケーション」で開講される選択科
目「初級・中級会話」「初級・中級作文」「読解」「表現練習」等の受講をあわせてすすめます。授業には
積極的に参加し、有効な学習としてください。 

成績評価方法 平常点とセメスター末の筆記試験 
教科書 次の教科書を使用する。／Will use the following textbook 
 書名 『Italiano... in partenza! イタリア語のスタート 文法と練習』 
 著者（訳者） 東京大学イタリア語教材編集委員会編 
 出版社 白水社 
  
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割

コード 
曜限 授業科目名 担当教員 対象クラス 

50174 月 4 イタリア語一列② 岡本 太郎 1 年 理二三(6) 

50328 火 3 イタリア語一列② 山﨑 彩 1 年 文一二(6) 

50744 木 2 イタリア語一列② 村松 真理子 1 年 文三(6) 

50814 木 3 イタリア語一列② 藤崎 衛 1 年 理一(7) 

50069 金 4 イタリア語一列② 岡本 太郎 1 年 理一(8) 

50660 水 4 イタリア語特修 村松 真理子 2 年 文科 理科 

      

 



基礎科目 日本語 

基礎科目 日本語 

日本語 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 [注意事項]  
● 日本語を、前期課程外国語科目の既修外国語、或は、[既修・既修選択]の初修外国語相当として選択した学生
は、基礎科目一列② [必修科目] の授業に初回授業から必ず出席すること。 
● 新カリキュラムにおける日本語科目（基礎科目一列、二列 C、二列 P、総合科目 L 系列）の履修方法等につい
て、基礎科目一列② の初回授業で説明があるので、必ず出席し説明を受けること。 
● 総合科目 L 系列科目(A1, A2)の登録について、UTAS や授業での指示に留意し従うこと。 
------------------------------------- 
● 基礎科目 日本語一列② １年生 既修外国語 （初修扱い外国語） 
 『テーマで考え議論する日本語』- Active Learning in Academic Japanese for Arts and Sciences - 後半 
 教養・学術日本語 
文理横断的なテーマに関して、文献リサーチ、読解・聴解、資料収集、調査、恊働タスク、ディスカッション、プ
レゼンテーション、要旨・レジメ執筆等、様々な能動的な恊働活動を通して、日本語の諸技能の習得・上達を目指
しつつ、現象・問題や他者の意見を適格に理解する力、資料を分析しデータや論拠に基づき考え述べる力、自分の
意見を構築し伝える力、議論し合う力、能動的学習力を養う。  
総合科目 L 系列においては、相互に相補的な授業活動を行う。日本語科目カリキュラム全体・総合科目カリキュ
ラム全体として、様々な分野・目的での四技能の習得・上達にバランス良く資するための授業を設定し、各々の総
合科目 L 系列授業において、それぞれ特徴をもつ授業活動を行う。各授業の特徴・焦点目標については、UTAS の
各シラバス参照。 
総合科目 L 系列(一部)において、一列授業で扱うテーマ・内容・活動と連動しつつ、相互に相補的な活動を行う。
『基礎科目 日本語一列』で扱うテーマやそのテーマでの読解・聴解・恊働タスク・ディスカッション等の活動と
連動して、一方で、正確な精読、構文・語彙習得（要約・文作・文章構成等、ライティングを含む）のための活動
を行い、一方で、アクティブラーニングの発表・プレゼンテーション・発音演習やレポート執筆・論文執筆等、そ
れぞれに特徴をもつ授業活動を行う。 
● 総合科目 L 系列『日本語上級』 A1 ターム 
 「アカデミックプレゼンテーションのための発音」  
 「アカデミックライティング（１）ー日本語の短編小説を読み、エッセイを書く」 
 「Academic Writing for Science 1 理系のアカデミック・ライティング １」 
 「自己・他者・社会を探求するためのナラティブ・ライティング」 
 「アカデミックライティング（５）−表現学習のためのツール−」 
 「読解を通じ，日本の歴史を考える (1)」 
 （「テーマで考え議論する日本語 ２: 精読、構文・語彙習得・ライティング中心」（基礎科目日本語一列②と連動）） 
● 総合科目 L 系列『日本語上級』 A2 ターム 
 「アカデミックプレゼンテーションのための発音」  
 「アカデミックライティング（２）ー日本語の短編小説を批判的に読んで書評をまとめる」 
 「自己・他者・社会を探求するためのナラティブ・ライティング」 
 「アカデミックライティング（６）−ツールを用いた構成と形式の実践−」 
 「近代日本の童話を読む 」  
 「読解を通じ，日本の歴史を考える (2)」  
（「テーマで考え議論する日本語 ２: 精読、構文・語彙習得・ライティング中心」（基礎科目日本語一列②と連動）） 
（「Academic Writing for Science 2 理系のアカデミック・ライティング２（実践編）） 

成績評価方法 「成績評価方法」は、科目・授業列により異なるので、UTask-Web 上のそれぞれの科目のページを参照すること。 
全般的に、毎回の授業活動(および予習・復習)を重視し、出席、授業活動参加、ディスカッション、クイズ、宿題
等の課題、発表、試験、レポート等を総合して評価する。詳細については第一回目の授業で配布するシラバスで説
明する。 

教科書 その他。／Other 
  
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割 

コード 
開講 曜限 授業科目名 担当教員 対象クラス 

50927 Ａ 金 2 日本語一列② 本林 響子 1 年 文科 理科 

51061 Ａ 金 5 日本語一列② 本林 響子 1 年 文科 理科 

 

       

 



身体運動・健康科学実習Ⅱ 

身体運動・健康科学実習Ⅱ 

身体運動・健康科学実習Ⅱ 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 週１回の授業を通じて 
1.身体および身体運動に関する知識を習得する。 
2.自らの身体運動を対象とする実験実習や実技実習を通じて、事物の本質的理解（肌でわかる・体感する）のため
の基礎技術を習得する。 
3.スポーツやトレーニングなどの文化的身体運動の実習による動きの改善・身体能力の向上を通じて、自己の身体
の管理・操作技能を習得する。 
4.生涯教育としての心身の健康教育・運動習慣の基礎作りを行う。 

授業計画 第 1 回 講義（オンライン） 
第 2 回 講義、種目選択（対面） 
第 3 回から第 13 回 選択した種目での授業 
（注意事項） 
・第 1 回はオンラインで行う。受講方法は ITC-LMS で周知する。 
・第 2 回は大教室で行う。使用教室は ITC-LMS や９号館前の掲示板に掲示する。 
・学期中に 2 回、身体運動の科学的理解を目的とした共通基礎実習を行う。詳細は第 1 回授業で確認すること。 
・雨天が続いた場合など、例外的に外種目を体育館で行い、本来の体育館種目が別の場所（教室など）に移動する
こともあるので、９号館前の掲示板や ITC-LMS のお知らせを毎回よく確認すること。 
・体力テストを 12 月下旬の授業にて実施する可能性がある。実施方法は ITC-LMS を使って連絡する。 
・以上の授業計画が変更となる場合は ITC-LMS を使って連絡する。 
＜90 分×13 回の授業により不足する授業時間の補填＞ 
授業の前後に各 10 分程度、教員への質問や個人練習ができる時間を設ける。 

授業の方法 第 2 回の授業で、種目選択を行う。スポーツコース（テニス、サッカー、バドミントン等）、フィットネスコース、
サイエンスコース（一部の曜限のみ）から選択する。各曜限の開講種目とその内容は種目選択の際に説明するが、
身体運動科学研究室ホームページ（URL は後述）にも掲示する。 
種目選択以降は、各種目に分かれて実習を行う。基本的には選択した種目の実技を中心に授業が展開されるが、ル
ールの説明、技術の解説、研究内容の紹介など、講義の要素もある。実技と講義のバランスは種目や授業回により
様々である。 
学期中に２回、身体運動の科学的理解を目的とした共通基礎実習を通常とは別の場所で行う。講義や共通基礎実習
だけでなく、実技授業でも教科書「身体運動・健康科学ベーシック」を用いることがあるので、毎回持ってくるこ
と。 

成績評価方法 出席：身体運動・健康科学実習の意義は実際に身体を動かすことで、身体運動の科学的法則を認識するとともに、
健康・体力・技能を増進し、またその方法を習得することにある。そこで出席（遅刻、早退、見学を含む）はきわ
めて重視される。 
達成度：各自が選択したコース・実技種目と共通基礎実習に関して達成度を評価する。評価方法は教員ごとに異な
る。 
体力テスト：例年 4 月と 12 月に行い、評価に含める。 
レポート：実習内容に関連したレポートを提出させ、知識、理解度、文章表現力などを評価する。レポートのテー
マと評価方法は教員ごとに異なる。 
その他：態度、協調性、努力、技能など多様な観点で評価する。 

教科書 次の教科書を使用する。／Will use the following textbook 
 書名 身体運動・健康科学ベーシック 
 著者（訳者） 東京大学身体運動科学研究室 
 出版社 東大出版会 
履修上の注意 種目選択後の種目変更は、特別な事情（病気、怪我など）が無い限り認めない。 

必ず健康診断を受けた上で実技授業に参加すること。 
更衣室での密集・密接には十分注意し、必要以上の会話はしないこと。 
体育館は土足、飲食禁止である。 

学習上のアドバイス 盗難が多いので貴重品の管理などには十分注意すること。 
障害保険に加入することが望ましい。 
後述する関連ホームページ内の Web シラバスを閲覧するには ECCS クラウドメールへのログインが必要である。 
種目担当教員のメールアドレスは ITC-LMS のお知らせに掲載予定である。 

関連ホームページ https://idaten.c.u-tokyo.ac.jp/under_educ/timetable.html 
  
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割

コード 
曜限 授業科目名 担当教員 対象クラス 

50059 月 2 身体運動・健康科学実習Ⅱ 実技担当 
1 年 文一二(26)文三(11,16)理一(10-11,19,23,25-26) 

理二三(4,8) 

50326 火 3 身体運動・健康科学実習Ⅱ 実技担当 
1 年 文一二(4,14)文三(18)理一(14,17,20,28,34-35,37-

38) 

50388 火 4 身体運動・健康科学実習Ⅱ 実技担当 
1 年 文一二(1-3,5,11-12,25)文三(1-3,14-15) 

理二三(1-3,7,12,17,19) 

50571 水 3 身体運動・健康科学実習Ⅱ 実技担当 1 年 文一二(6-8,15)文三(8)理一(7,9,15,27,30,32) 

50637 水 4 身体運動・健康科学実習Ⅱ 実技担当 
1 年 文一二(16,27-28)文三(4,9)理一(13,16,24) 

理二三(16,20-21) 



身体運動・健康科学実習Ⅱ 

50749 木 2 身体運動・健康科学実習Ⅱ 実技担当 1 年 理一(1-3,12,31,33)理二三(5-6,9-11,15,24) 

50790 木 3 身体運動・健康科学実習Ⅱ 実技担当 
1 年 文一二(9,18,23)文三(6,12,17)理一(4-5,18) 

理二三(13-14,23) 

50984 金 3 身体運動・健康科学実習Ⅱ 実技担当 
1 年 文一二(13,17,20,24)文三(5,7,10)理一(6,8,21,36) 

理二三(18) 

51027 金 4 身体運動・健康科学実習Ⅱ 実技担当 

1 年 文一二(10,19,21-22)文三(13,19-20)理一

(22,29,39) 

理二三(22) 

 



身体運動・健康科学実習Ⅱ（ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱ） 

身体運動・健康科学実習Ⅱ（ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱ） 

身体運動・健康科学実習Ⅱ（ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱ） 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 週１回の授業を通じて 
1.身体および身体運動に関する知識を習得する。 
2.自らの身体運動を対象とする実験実習や実技実習を通じて、事物の本質的理解（肌でわかる・体感する）のための
基礎技術を習得する。 
3.スポーツやトレーニングなどの文化的身体運動の実習による動きの改善・身体能力の向上を通じて、自己の身体
の管理・操作技能を習得する。 
4.生涯教育としての心身の健康教育・運動習慣の基礎作りを行う。 

授業計画 第 1 回 講義（オンライン） 
第 2 回 講義、種目選択（対面） 
第 3 回以降 各自の選択した曜限での授業（原則として対面授業だが、一部はオンライン授業となる可能性もある） 
（注意事項） 
・第 2 回目までの授業は原則としてクラス指定された身体運動・健康科学実習 II の曜限で受講すること。使用する
URL や教室は ITC-LMS や９号館前の掲示板に掲示する。 
・第 2 回目の授業後半に種目選択を行う。その際にメディカルケアコースの履修希望であることを申し出ること。
履修する曜限（月１、月５、火１、水１のいずれか）は必ずしもその日に決定しなくてよいが、判断に困る場合は教
員によく相談すること。 
・第 3 回以降は月１、月５、火１、水１のいずれかで授業を受けることになる。いずれの曜限においても、各自の
状態に応じて実習を行うことになるので、担当教員とよく話し合いながら実習に取り組むことが望ましい。 
・以上の授業計画に変更が生じる場合はメールまたは ITC-LMS を使って連絡する。 
＜90 分×13 回の授業により不足する授業時間の補填＞ 
授業の前後に各 10 分程度、教員への質問や個人練習ができる時間を設ける。 

授業の方法 各自の状況に応じて、各自に合った運動を処方して行う。 
毎回日誌をつけて、自己の状況を確認する。 

成績評価方法 出席：身体運動・健康科学実習の意義は実際に身体を動かすことで、身体運動の科学的法則を認識するとともに、
健康・体力・技能を増進し、またその方法を習得することにある。そこで出席（遅刻、早退、見学を含む）はきわめ
て重視される。 
達成度：各自が選択したコース・実技種目に関して達成度を評価する。評価方法は教員ごとに異なる。 
レポート：実習内容に関連したレポートを提出させ、知識、理解度、文章表現力などを評価することがある。レポ
ートのテーマと評価方法は教員ごとに異なる。 
その他：態度、協調性、努力、技能など多様な観点で評価する。 

教科書 次の教科書を使用する。／Will use the following textbook 
 書名 身体運動・健康科学ベーシック 
 著者（訳者） 東京大学身体運動科学研究室 
 出版社 東大出版会 
履修上の注意 基本的には健康診断等で保健センターから指示された者が受講するが、本人の申し出があって担当教員が認めた場

合は受講できる。また学期途中でも運動に制限が生じた場合はメディカルケアコースに移動すること、また回復に
より元の授業に復帰することも可能なので、担当教員とよく相談すること。 
原則として授業は全て対面式で行う。対面授業への参加が難しい場合は、あらかじめ担当教員に申し出て、指示を
仰ぐこと。 
必ず健康診断を受けた上で実技授業に参加すること。 
更衣室での密集・密接には十分注意し、必要以上の会話はしないこと。 
体育館は土足、飲食禁止である。 

学習上のアドバイス 盗難が多いので貴重品の管理などには十分注意すること。 
障害保険に加入することが望ましい。 
後述する関連ホームページ内の Web シラバスを閲覧するには ECCS クラウドメールへのログインが必要である。 

関連ホームページ https://idaten.c.u-tokyo.ac.jp/under_educ/timetable.html 
  
※講義の詳細・受講するクラスについては、UTAS を参照すること 

時間割

コード 
曜限 授業科目名 担当教員 対象クラス 

50185 月 5 身体運動・健康科学実習Ⅱ（ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱ 1） 実技担当 1 年 文科 理科 

50494 水 1 身体運動・健康科学実習Ⅱ（ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱ 2） 実技担当 1 年 文科 理科 

50001 月 1 身体運動・健康科学実習Ⅱ（ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱ 3） 実技担当 1 年 文科 理科 

50234 火 1 身体運動・健康科学実習Ⅱ（ﾒﾃﾞｨｶﾙｹｱ 3） 実技担当 1 年 文科 理科 

 

 

 



基礎科目 社会科学 

基礎科目 社会科学 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50133 Ａ 法Ⅱ 小粥 太郎 法・政治 月 3 1 年 文二 文三 2 年 文二 文三 

講義題目 法の基本要素・法学の思考方法 
 

授業の目標概要 毎回、テーマを設定して、法の基本要素および法学のディシプリンを紹介・検討します。 
授業では、具体的なテーマに即して、法の基本要素・法学の思考方法を紹介・検討することにより、法学を専攻しない学
生に対して、法とはどのようなものか、法学がどのような学問であるのか、法学部生はどんな勉強をしているのか、など
を体感してもらう材料を提供することに努めます。 
内容は、一言でいえば、「教養としての法学」を敷衍するようなものになります。通俗的な意味での実用性はほとんどあ
りませんが、真の実用性はあるはずだと考えております。 
教養学部前期課程において提供される法学の入門的授業の内容やアプローチには多様なものがありうると考えており、
この授業は、その１つの試みです。 
 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50472 Ａ 法Ⅱ 巽 智彦 法・政治 水 1 1 年 文一 文一二(1-12) 2 年 文一 

講義題目 法令・判例を使いこなす 
授業の目標概要 【文一のみ履修可】 

 この講義では、現在の日本における法令（憲法・法律・命令を中心とする制定法）・判例（裁判所の示した判断のうち先
例性を持つもの）に関する基礎的な知識を習得したうえで、具体的な問題を目の前にして自分の力で法令・判例を使いこ
なすことができるような基礎的な素養を身に着けることを目標とする。 
 授業の概要は以下のとおりである。 
 １．現在の日本における法のあり方（法源論） 
 ２．法令の基礎知識と使いこなし方 
 ３．判例の基礎知識と使いこなし方 
※13 回のうち 2 回は、Carol Lawson 准教授が「コモンロー制度（主にイギリス連邦の国々）の契約法の基礎」をテーマ
に、英語で授業を行う。 
 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50473 Ａ 法Ⅱ 福岡 安都子 法・政治 水 1 
1 年 文一 文一二(13-21) 2 年 文

一 

講義題目 公法学のテクストを読む 
授業の目標概要 【文一のみ履修可】 

「法 I」で法学につき基礎的知識を習得したことを前提に、引き続き、公法学分野の具体的素材とその読解を通じて、よ
り多角的に法学に対してアプローチすることを目指す。13 回のうち 2 回は、Carol Lawson 准教授が「コモンロー制度
（主にイギリス連邦の国々）の契約法の基礎」をテーマに，英語で授業を行う。 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50474 Ａ 法Ⅱ 白石 忠志 法・政治 水 1 
1 年 文一 文一二(22-28) 2 年 文

一 

講義題目 法 2（白石忠志） 
授業の目標概要 【文一のみ履修可】 

 13 回のうち 11 回は、「法律問題を扱ううえで具体的に必要となる基本的な知識や枠組み」を身に付けることを目指す授
業です。「身近な問題を自由に考えてみよう」という法学入門ではなく、高尚で抽象的な法学論を講ずる法学入門でもあ
りません。それらも有益ですが、他にお任せします。 
 13 回のうち 2 回は、Carol Lawson 准教授が、「コモンロー制度（主にイギリス連邦の国々）の契約法の基礎」をテーマ
として、英語で授業を行います。 
 完全オンラインとなる第 1 回の方法を含め、この授業についての詳細は Google ドキュメントでお知らせすることとし、
それへのリンクは ITC-LMS の「オンライン授業情報」で 9 月中旬または下旬にお知らせします。 

 



基礎科目 社会科学 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50134 Ａ 政治Ⅱ 稲田 奏 法・政治 月 3 1 年 文一 2 年 文一 

講義題目 本講義は、比較政治学の基本的な諸概念と諸理論についての検討を通じて、世界各地で発生する様々な政治現象の特徴
と、その規定要因および因果メカニズムについての理解を深めることを目的とする。具体的には、民主化に成功する国
と失敗する国があるのはなぜか、軍が政治介入を行うのはなぜか、といった様々な問いを各回で取りあげて、それに対
して比較政治学の先行研究がどのような答えを出してきたのかを体系的に検討する。講義を通じて、単に過去の研究成
果がどのようなものであるかの知識を習得するだけではなく、受講生が現在世界で発生している政治現象を自分自身の
着眼点から説明することを可能にするため、既存理論を批判的に検討していく。 
 さらに、比較政治学の先行研究を理解するために必要となる、基本的な分析概念についても扱う。具体的には、因果関
係とは何か、相関関係とどのように異なるのか、政治現象を説明するということはどのような行為であるのかを参考図
書に沿って、授業を行う。 
 

授業の目標概要 •比較政治学における基本的な諸概念・諸理論に関する知識を身につける 
•比較政治学の理論を使用し、現代の政治を分析できるような着眼の仕方を身につける 
•比較政治学の研究手法に関して理解する 
 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50495 Ａ 政治Ⅱ 木宮 正史 法・政治 水 1 1 年 文二 文三 2 年 文二 文三 

講義題目 政治学の基礎概念とグローバル秩序変革期の政治学 
授業の目標概要 １ 「政治とは何か」「何のために政治学を勉強するのか」という根本的な問いから始まって、政治権力(political power)、

政治体制（political regime）、国家(state)、民主主義（democracy）、政党(political party)、選挙(election)及び投票行動(voting 
behavior)など、政治を理解するために必要な基本的な諸概念に関する理解を深め、今後、政治に関する種々の現象を分
析するのに必要な基礎を身につける。 
２ 以上の問題の根底にあるのは、民主主義（democracy）とは何であり、それがどのように機能しているのかいないの
かということであるこうした民主主義（democracy）に関する既存の見方をふまえたうえで、その現代的意味についても
考察を深めることにする。 
３ ますます緊密度を深める政治と経済との関係について、歴史的な展開過程やいくつかの争点を選んで考察を深める。 
４ 2023 年は、前年に引き続き、ロシア・ウクライナ戦争が続いた。国連の常任理事国による隣国への侵略行為である。
さらに、それと関連を持ちつつ、グローバルには、米中対立が深刻の度合いを強めつつある。それに伴い世界もグローバ
ル化が一方向に進むのではなく、新たな分断が生まれようとしている。さらに、それは、日本の政治外交の従来のあり方
に重大な課題を突きつけている。こうしたグローバル秩序の変革期に直面し、政治、および政治学の役割を今一度再検討
する。 
 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50135 Ａ 経済Ⅱ 竹野 太三 経済・統計 月 3 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 経済学 II 
授業の目標概要 価格理論を学びます．価格理論は経済学の基礎となる大変重要な理論体系であることから，本講義では一学期をかけて，

価格理論をゼロから網羅的に，考え方を含めて学びます．なお，本講義は「基礎科目」ですので，本講義で初めて経済学
を学ばれる方を想定します． 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50458 Ａ 経済Ⅱ 高見 典和 経済・統計 火 5 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 科学コミュニティの社会性に注目する現代の科学論を参照しながら，経済学の歴史を議論します。 
授業の目標概要 欧米の一部の研究者は，より洗練された視点で経済学の歴史を研究しています。本講義では，担当講師の訳書や著書を用

いて，近年の経済学史研究の一端を紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 



基礎科目 社会科学 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50136 Ａ 社会Ⅱ 井上 彰 社会・社会思想史 月 3 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 分析的政治哲学入門 
授業の目標概要 本授業では、現代英米圏を中心に、政治理論においてメインストリームを形成している「分析的政治哲学」について学習

する。分析的政治哲学とは、１９世紀に生まれ、２０世紀初頭から飛躍的な発展を遂げた分析哲学の道具立てを用いて、
政治哲学上の鍵概念である「正義」「自由」「平等」等の構成要件を解明し、それらの主題や適用範囲を明らかにする学問
領域である。本授業では、２０世紀を代表する分析的政治哲学者である J・ロールズの議論をおさえたうえで、そこから
発展した様々な論争の検討を通じて、分析的政治哲学の主題や鍵概念の適用範囲をめぐる議論についてわかりやすく解
説する。 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50496 Ａ 数学Ⅰ 松本 久義 数学 水 1 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 数学Ⅰ 
授業の目標概要 文科生向けに一変数関数の微分法と積分法に関する基礎的内容を扱う科目である. 社会科学に関連する題材を織り交ぜ，

数学的な概念を把握することに重点をおいて講義する. 講義内容はおおむね授業計画に記載されている通りであるが，順
序は異なることがある. 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50497 Ａ 数学Ⅱ 坂井 秀隆 数学 水 1 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 数学Ⅱ 
授業の目標概要 文科生向けの，ベクトルと行列に関する基礎的な内容や，計算手法を理解するための科目である. 講義内容はおおむね授

業計画に記載されている通りであるが，担当教員によって順序は異なることがある. この科目を履修した後に，より進ん
だ内容を総合科目 「数理科学概論 II」で学ぶことができる.  
 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50498 Ａ 数学Ⅱ 長谷川 立 数学 水 1 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 数学Ⅱ 
授業の目標概要 文科生向けの，ベクトルと行列に関する基礎的な内容や，計算手法を理解するための科目である. 講義内容はおおむね授

業計画に記載されている通りであるが，担当教員によって順序は異なることがある. この科目を履修した後に，より進ん
だ内容を総合科目 「数理科学概論 II」で学ぶことができる.  
 

 



基礎科目 人文科学 

基礎科目 人文科学 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50137 Ａ 哲学Ⅱ 國分 功一郎 哲学・科学史 月 3 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 スピノザと哲学 
授業の目標概要 17 世紀オランダの哲学者スピノザの思想を紹介していく。合わせて、17 世紀以前、17 世紀以後の哲学についても適宜紹

介していく。 
スピノザの思想はその内容を理解したとしても、そこから、自分の中で十分に消化して自らのものとするところに至るま
でにはかなり時間がかかる。 
講義ではじっくりと一つの哲学に取り組むための機会を提供したい。 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50459 Ａ 哲学Ⅱ 高橋 厚 哲学・科学史 火 5 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 中世哲学への遡行：人間、宇宙、そして神 
授業の目標概要 「哲学」は古代ギリシアに始まった、としばしば言われます。しかし、二千年以上の歴史をとおして「哲学」は同一の意

味や役割を有していたわけではまったくありませんでした。およそ十八世紀まで、「哲学」は現在の自然科学や社会科学
の大半の領域をうちに含む総合的な学問だったのです。現在わたしたちは自然環境の変化や新しい工学的な技術の進展
等に日々直面しています。そのような場合、単に人間の認識や言語の問題に関心を限定するのではなく、より広い視野か
ら哲学のあり方を再考していくことが改めて求められているように思われます。 
 以上を背景として、この授業ではアウグスティヌス、トマス・アクィナス、そしてライプニッツという近代以前の三人
の哲学者（神学者含む）の思想を主に取り上げながら、西欧の思想家たちがどのように人間を含む世界の構造について考
えていたのかを考えていきます。 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50138 Ａ 倫理Ⅱ 小松 美彦 哲学・科学史 月 3 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 死をめぐる生命倫理 
授業の目標概要 本シラバスを入力している 2023 年 7 月 26 日現在、日本は新型コロナウイルス感染症の猛威（第 9 波）の渦中にある。

既に 3 年半に及び行方も不明なコロナ禍にあって、最も軽視されているのは存外にも人々の「死」であるように思われ
る。死者数が最後に公表された本年 5 月 9 日の時点で、日本でも 74600 人以上の者が死亡しており、そこには 74600 以
上の悲しみがあるにもかかわらずである。しかし、顧みれば、こうした死の軽視は今に始まったことではなく、脳死や安
楽死・尊厳死の推進政策の延長線上での事態ではあるまいか。 
 そこで本講義では、現況の基点をなす脳死と安楽死・尊厳死の問題を主題として、死について倫理的かつ多角的に考え
る。そして講義の終盤では、レベルを一段上げて、M.フーコーや G.アガンベンが論じた「生権力」と「死権力」の問題
を扱い、さらに「人間の尊厳」について考察する。 
 脳死と安楽死・尊厳死はもとより、死そのものに関して、自分の倫理的思考を錬磨することを目指す。そして、それを
通じて、そもそも「倫理」とは何かを省みることを大目標とする。 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50460 Ａ 歴史Ⅰ 後藤 はる美 歴史学 火 5 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 西洋史の諸問題 
授業の目標概要 この授業では、16～19 世紀イギリス史の事例を中心に、近年歴史学の領域で注目を集めている諸問題や新視角について

考える。取り扱うテーマは、身体史／感情史など、文化史の領域で発達してきた問題から、日記や書簡、審問記録など「個
人の語り」（エゴドキュメント）の問題、技術のめざましい進展とともにあるデジタル・ヒストリーや、市民との対話を
めざすパブリック・ヒストリーと歴史認識問題など多岐にわたる。 
これらをつうじて「史実/事実」を学ぶ歴史から、何が「史実/事実」とされてきたのか、その背後にある問題は何かを批
判的に考える、歴史学的思考法を身につけることをめざす。 

 



基礎科目 人文科学 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50461 Ａ 歴史Ⅱ 塚原 伸治 歴史学 火 5 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 日本民俗学からみる歴史 
授業の目標概要 民俗学は国や地域ごとの特徴が大きい分野であるが、特に日本の民俗学はその成立の時期から現在まで、歴史学との深

い関係によって特徴づけられてきた面がある。本講義では、日本の民俗学がどのように歴史を考えようとしてきたのか
を、具体的な研究成果を紹介しながら示す。特にパブリックヒストリーや文化遺産など、近年の研究動向を意識しつつ、
21 世紀における歴史民俗学を構想してみたい。 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50462 Ａ ことばと文学Ⅱ 沖本 幸子 国文・漢文学 火 5 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 「道成寺」の世界ー説話・絵解き・能・歌舞伎ー 
 

授業の目標概要 1000 年の時を超えて語り継がれてきた「道成寺」物語。説話に始まり、絵解き、民俗芸能、能、歌舞伎、演劇、映画、
アニメ、舞踊と、さまざまなメディアに乗って、今なお新作が作り続けられている。「道成寺」の創造力とはなんなのか。 
表面的に読めば、男女の行き違い、ストーカー殺人事件にすぎないのかもしれないが、丁寧に読み解いてゆくと、道成寺
をめぐる土地性や、女性と水、蛇、鐘をめぐる様々な伝承が息づいていることが見えてくる。そうした伏流する物語とそ
のシンボリズムにも目を向けながら、一方で、そうした伝承から時に離脱し、さまざまなメディアに乗って、新たな表現
方法を開拓しながら、新しい物語として再創造され続けてきた、それぞれの「道成寺」の魅力も掘り起こしてみたい。 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50463 Ａ ことばと文学Ⅲ 品田 悦一 国文・漢文学 火 5 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 国民歌集と国民歌人――斎藤茂吉を定点として掘り下げる『万葉集』の近代 
授業の目標概要 今年度春に開講した「ことばと文学Ⅱ」では、『万葉集』が明治中期以降の百三十年間を通じ日本人の国民的アイデンテ

ィティーを支えてきた経緯を概観した。これは「『万葉集』と近代日本」の総論であった。今度は同じテーマの各論を格
好の素材で取り扱う。近代の日本で『万葉集』ともっとも深い因縁で結ばれた人物は誰かといえば、間違いなく斎藤茂吉
であろう。近代短歌史上の巨人とも評される茂吉の作歌信条が「写生／実相観入」と「万葉調」とに集約されることは周
知のとおりだが、実のところ、彼が万葉尊信に突き進むまでの道のりは決して順直なものではなかった。一介の「みちの
くの農の子」茂吉が『万葉集』と出会い、濃密な愛着を抱き、そのことをもって自らを日本文化の体現者と信じ込んでい
く過程――それは、この国に〈国民〉というまことしやかな想像が蔓延していった過程の典型的実例にほかならない。 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50139 Ａ ことばと文学Ⅳ 濱田 聖子 
古典語・ 

地中海諸言語 
月 3 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 ことばと文学Ⅳ 
授業の目標概要 アラビア語、そしてアラビア語で営まれた文芸作品について概観する（クルアーンなどの宗教的なものも含む）。 

前イスラーム時代から近現代までを網羅し、アラブ世界でどのような文芸活動が行われているかを知り、日本人の視点か
らその性質や特徴を捉えていく。 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50140 Ａ 心理Ⅱ 本吉 勇 心理・教育学 月 3 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 心理学概論 
授業の目標概要 人間は，環境から受け取った光や音の情報をもとに，外界のモノや出来事を認識し，過去の記憶や与えられた状況に応じ

て適切に反応し，また他の人間と相互作用することができる．このすぐれて知的な能力はすべて脳の情報処理によるもの
である．認知科学(cognitive science)とは，心理学・神経生理学・情報工学が密接に結びつきながら，その仕組みを解明
し制御することをめざす巨大な学問領域である． 
 本講義では，多くの錯覚デモや模擬実験を体験しながら，知覚，認識，記憶，感情，思考，意識，社会性といった，人
の心の基本的な仕組み及び働きを支えている脳情報処理の原理原則と，その背後にある生理学的・計算論的メカニズムの
基礎を学ぶ．それによって，進化と学習が生み出した優れた情報処理マシンとしての脳と人間を理解するための知識と視
点を身につけることをめざす．人工知能や脳信号解読を含めた脳工学技術や心理学の成り立ちにも触れる． 
 



基礎科目 人文科学 

 

時間割

コード 
開講 授業科目名 担当教員 所属 曜限 対象 

50499 Ａ 心理Ⅱ 今福 理博 心理・教育学 水 1 1 年 文科 2 年 文科 

講義題目 心理学概論 
授業の目標概要 心理学は人を含む動物の心と行動を科学的に研究する学問である。 

本講義では、心理学の成り立ちや人の心の基本的な仕組み及び働きについて、心理学の知識を広く概観することで理解す
ることを目的とする。 
とりわけ、遺伝と環境の相互作用の中で人の心がいつ、どのように発達するのかという視点から、知覚、認知、感情、言
語、パーソナリティなどのテーマについて詳述する。 

 



基礎実験 

基礎実験                 

基礎実験 開講区分 Ａ１/Ａ２ 

授業の目標・概要 自然科学の学習に不可欠な基本的な知識・技能を習得する．  
１）将来の自然科学の発展に対応できるように、自然科学諸分野の基礎的な実験方法と概念を理解できるように
する． 
２）基礎講義の内容を、基礎実験によってよりよく理解できるようにする。 
３）未知の自然現象の解明を目的とする研究実験に必要な観察力・姿勢を養い、みずから実験を計画する場合に
不可欠な基本的技法を習得できるようにする． 

授業の方法 月曜から金曜の指定された曜日に週１回受講する．実施日程、実験種目ローテーション、事前準備などに関して
は、UTAS もしくは ITC-LMS に掲示するので、前もって確認しておくこと． 
 

成績評価方法 成績は、出席、予習、実験ノート、提出物（化学実験は実験報告書、物理学実験は実験ノート）で評価する。 
 

教科書 次の教科書を使用する。／Will use the following textbook 
 書名 『基礎物理学実験』、 『基礎化学実験』 
 著者（訳者） 基礎物理学実験テキスト編集委員会、教養学部化学部会 
 出版社 学術図書出版社、 東京化学同人 
履修上の注意 過去ノートの持ち込みはカンニング行為とみなす。 

実験室内は飲食禁止． 
 

関連ホームページ http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/chemistry/exp/index.html 
※講義の詳細については、UTAS を参照すること 

時間割コード 開講 曜限 科目名 対象クラス 

50094 Ａ１ 月 3, 月 4 基礎実験Ⅰ(物理学) 1 年 理一(1-5,7,9,13-14,18) 

50366 Ａ１ 火 3, 火 4 基礎実験Ⅰ(物理学) 1 年 理一(23-25,29,33,36,39) 

50619 Ａ１ 水 3, 水 4 基礎実験Ⅰ(物理学) 1 年 理一(12,20-22,31,34,38) 

50812 Ａ１ 木 3, 木 4 基礎実験Ⅰ(物理学) 1 年 理一(6,8,10-11,15-17,19) 

51004 Ａ１ 金 3, 金 4 基礎実験Ⅰ(物理学) 1 年 理一(26-28,30,32,35,37) 

51109 Ａ１ 集中 基礎実験Ⅰ(物理学)α 1 年 理一 

60003 Ａ２ 月 3, 月 4 基礎実験Ⅱ(物理学) 1 年 理一(1-5,7,9,13-14,18) 

60029 Ａ２ 火 3, 火 4 基礎実験Ⅱ(物理学) 1 年 理一(23-25,29,33,36,39) 

60076 Ａ２ 水 3, 水 4 基礎実験Ⅱ(物理学) 1 年 理一(12,20-22,31,34,38) 

60082 Ａ２ 木 3, 木 4 基礎実験Ⅱ(物理学) 1 年 理一(6,8,10-11,15-17,19) 

60087 Ａ２ 金 3, 金 4 基礎実験Ⅱ(物理学) 1 年 理一(26-28,30,32,35,37) 

60091 Ａ２ 集中 基礎実験Ⅱ(物理学)α 1 年 理一 

51136 Ａ１ 月 3, 月 4 基礎実験Ⅰ(化学) 1 年 理一(1-5,7,9,13-14,18) 

51138 Ａ１ 火 3, 火 4 基礎実験Ⅰ(化学) 1 年 理一(23-25,29,33,36,39) 

51140 Ａ１ 水 3, 水 4 基礎実験Ⅰ(化学) 1 年 理一(12,20-22,31,34,38) 

51142 Ａ１ 木 3, 木 4 基礎実験Ⅰ(化学) 1 年 理一(6,8,10-11,15-17,19) 

51144 Ａ１ 金 3, 金 4 基礎実験Ⅰ(化学) 1 年 理一(26-28,30,32,35,37) 

51111 Ａ１ 集中 基礎実験Ⅰ(化学)α 1 年 理一 

60004 Ａ２ 月 3, 月 4 基礎実験Ⅱ(化学) 1 年 理一(1-5,7,9,13-14,18) 

60030 Ａ２ 火 3, 火 4 基礎実験Ⅱ(化学) 1 年 理一(23-25,29,33,36,39) 

60077 Ａ２ 水 3, 水 4 基礎実験Ⅱ(化学) 1 年 理一(12,20-22,31,34,38) 

60083 Ａ２ 木 3, 木 4 基礎実験Ⅱ(化学) 1 年 理一(6,8,10-11,15-17,19) 

60088 Ａ２ 金 3, 金 4 基礎実験Ⅱ(化学) 1 年 理一(26-28,30,32,35,37) 

60092 Ａ２ 集中 基礎実験Ⅱ(化学)α 1 年 理一 

50122 Ａ１ 月 3, 月 4 基礎物理学実験 1 年 理二三(1-3,5,9-11) 奇数 



基礎実験 

50369 Ａ１ 火 3, 火 4 基礎物理学実験 1 年 理二三(6,16,21,24) 奇数 

50625 Ａ１ 水 3, 水 4 基礎物理学実験 1 年 理二三(14-15,17,22) 奇数 

50823 Ａ１ 木 3, 木 4 基礎物理学実験 1 年 理二三(4,8,18-20) 奇数 

51016 Ａ１ 金 3, 金 4 基礎物理学実験 1 年 理二三(7,12-13,23) 奇数 

60005 Ａ２ 月 3, 月 4 基礎物理学実験 1 年 理二三(1-3,5,9-11) 偶数 

60031 Ａ２ 火 3, 火 4 基礎物理学実験 1 年 理二三(6,16,21,24) 偶数 

60078 Ａ２ 水 3, 水 4 基礎物理学実験 1 年 理二三(14-15,17,22) 偶数 

60084 Ａ２ 木 3, 木 4 基礎物理学実験 1 年 理二三(4,8,18-20) 偶数 

60089 Ａ２ 金 3, 金 4 基礎物理学実験 1 年 理二三(7,12-13,23) 偶数 

50123 Ａ１ 月 3, 月 4 基礎化学実験 1 年 理二三(1-3,5,9-11) 偶数 

50370 Ａ１ 火 3, 火 4 基礎化学実験 1 年 理二三(6,16,21,24) 偶数 

50626 Ａ１ 水 3, 水 4 基礎化学実験 1 年 理二三(14-15,17,22) 偶数 

50824 Ａ１ 木 3, 木 4 基礎化学実験 1 年 理二三(4,8,18-20) 偶数 

51017 Ａ１ 金 3, 金 4 基礎化学実験 1 年 理二三(7,12-13,23) 偶数 

60006 Ａ２ 月 3, 月 4 基礎化学実験 1 年 理二三(1-3,5,9-11) 奇数 

60032 Ａ２ 火 3, 火 4 基礎化学実験 1 年 理二三(6,16,21,24) 奇数 

60079 Ａ２ 水 3, 水 4 基礎化学実験 1 年 理二三(14-15,17,22) 奇数 

60085 Ａ２ 木 3, 木 4 基礎化学実験 1 年 理二三(4,8,18-20) 奇数 

60090 Ａ２ 金 3, 金 4 基礎化学実験 1 年 理二三(7,12-13,23) 奇数 

 

 

 



微分積分学② 

微分積分学② 

微分積分学② 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 代数学，幾何学とともに，数学の根幹をなす解析学について，その基本的な考え方や方法を学ぶ．力学におけ
る運動方程式などに代表されるように，自然界の多くの現象が，微分積分学を用いて記述される．微分積分学
は，あらゆる科学技術の基礎となっている．微分積分学は 17 世紀末に，ニュートンやライプニッツらによっ
て創成された．ニュートンは量の変化の記述に注目し，速度，加速度などの物理量を表現するために微分の概
念を導入した．「微分積分学の基本定理」により，区分求積法によって定義される積分は，微分の逆操作であ
ることが，明確に認識されるようになった． 
微分積分学では，極限をとること，無限和をとることなどの操作が重要な役割を果たす．このような微分積分
学の基礎となる極限の厳密な定義は，19 世紀後半から整えられていった．この授業では，「数理科学基礎」で
学んだ極限の扱いに基づき，微分積分学の基礎と応用を学ぶ．具体的な項目は以下の通りである． S2 ターム
で項目 1,2 を扱い，A セメスターで項目 3～6 を扱うことを目安とするが，担当教員によって，順序や内容に
一部変更が加えられる場合がある． 
1. 一変数関数の微分 (微分の基本性質，テーラーの定理，テーラー展開) 
2. 多変数関数の微分 (偏微分と全微分，合成関数の微分の連鎖律) 
3. 多変数関数の微分（続き）(高階偏微分，多変数のテーラーの定理とその応用) 
4. 一変数関数の積分 (区分求積法，微分積分学の基本定理) 
5. 多変数関数の積分 (多重積分と累次積分，多重積分の変数変換公式) 
6. 無限級数と広義積分 (関数列の収束，広義積分) 
実数の連続性に基づく微分積分学の基礎の厳密な展開は，2 年次 S セメスターの総合科目「解析学基礎」で学
ぶことができる．将来，本格的に数学を使う分野に進学しようという場合は「解析学基礎」によって微分積分
学の理論的基礎を修得することをすすめる．なお，「解析学基礎」は 1 年次 S セメスターでも履修することが
できる．また，2 年次 S セメスターの総合科目として，「微分積分学」の直接的な続きにあたる「微分積分学
続論」，および「微分積分学」で学んだ事項の応用にあたる「常微分方程式」，「ベクトル解析」が開講される． 

成績評価方法 主として定期試験によるが，担当教員によって小テストやレポートを含めて評価する場合がある． 
教科書 その他。／Other 
関連ホームページ https://www.ms.u-tokyo.ac.jp/sugaku/calculus.html 
  
※講義の詳細については、UTAS を参照すること 

時間割 

コード 
曜限 担当教員 対象クラス 

50078 月 2 山本 昌宏 1 年 理二三(14-16) 

50079 月 2 畑 宏明 1 年 理二三(17-20) 

50080 月 2 吉野 太郎 1 年 理二三(21-24) 

50169 月 4 桐木 紳 1 年 理一(20-23) 

50170 月 4 足助 太郎 1 年 理一(24-27) 

50171 月 4 辻 雄 1 年 理一(28-31) 

50172 月 4 高山 茂晴 1 年 理一(32-35) 

50173 月 4 三竹 大寿 1 年 理一(36-39) 

50428 火 4 白石 潤一 1 年 理一(1-5,17) 

50429 火 4 松田 茂樹 1 年 理一(6,18-19) 

50430 火 4 斉藤 義久 1 年 理一(7-9,13) 

50431 火 4 大場 清 1 年 理一(10-12) 

50432 火 4 長井 秀友 1 年 理一(14-16) 

50622 水 3 岩木 耕平 1 年 理二三(1-7) 

50623 水 3 田中 公 1 年 理二三(8-10) 

50624 水 3 山本 昌宏 1 年 理二三(11-13) 

 



線型代数学② 

線型代数学② 

線型代数学② 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 線型代数学の萌芽である行列は多変数の連立一次方程式を効率的，統一的に扱う手法として発明された．ま
た，行列式は方程式の解がただ一つ存在するための条件として発見された．ベクトルの概念の起こりは古典力
学にあり，その意味で線型代数学の歴史は古い．しかし行列の本質である線型性概念の真の威力が認識され，
数学の一分野として線型代数学が確立したのは新しく，20 世紀にはいってのことであった．  
自然界や社会科学における現象は一般には複雑で一次方程式で表せることはまれだが，一次近似によりその
本質的な部分をとらえることは常套手段であり，線型代数学の考え方は非常に有効である．また，量子力学
や，フーリエ解析などに現れる無限次元のベクトル空間を扱うための基礎ともなっており，線型代数学の応用
については枚挙にいとまがない． このように，線型代数学の考え方は現代数学や理論物理学においてはもち
ろんのこと，工学，農学，医学，経済学などにおいても基本的な考え方として浸透しており，応用範囲も広い．
線型代数学は理論的には単純で明快であるが，その反面，抽象的な概念操作にある程度慣れないと理解しにく
い面もある．線型代数学を身につけるには，演習などのさまざまな問題にあたり，理解を深めることが必要で
ある．「数理科学基礎」において学んだベクトルと線型写像に関する知識を前提とする．  
S2 タームで UTAS シラバス「授業計画」の項目 1, 2 を扱い，Ａセメスターで項目 3～6 を扱うことを目安と
するが，担当教員によって，順序や内容に一部変更が加えられる場合がある．  
 

成績評価方法 主として定期試験によるが，担当教員によって小テストやレポートを含めて評価する場合がある． 
教科書 その他。／Other 
関連ホームページ https://www.ms.u-tokyo.ac.jp/sugaku/linear_algebra.html 
  
※講義の詳細については、UTAS を参照すること 

時間割 

コード 
曜限 担当教員 対象クラス 

50488 水 1 小林 正典 1 年 理二三(1-7) 

50489 水 1 植野 義明 1 年 理二三(8-10) 

50490 水 1 清田 正夫 1 年 理二三(11-13) 

50491 水 1 村上 順 1 年 理二三(14-16) 

50492 水 1 関口 英子 1 年 理二三(17-20) 

50493 水 1 加藤 晃史 1 年 理二三(21-24) 

50752 木 2 松井 千尋 1 年 理一(6,18-19) 

50817 木 3 北山 貴裕 1 年 理一(20-23) 

50818 木 3 梶原 健 1 年 理一(24-27) 

50819 木 3 山﨑 満 1 年 理一(28-31) 

50820 木 3 相馬 輝彦 1 年 理一(32-35) 

50821 木 3 下川 航也 1 年 理一(36-39) 

50908 金 1 志甫 淳 1 年 理一(7-9,13) 

50909 金 1 関口 英子 1 年 理一(10-12) 

50910 金 1 葉廣 和夫 1 年 理一(14-16) 

51000 金 3 戸瀬 信之 1 年 理一(1-5,17) 

 



微分積分学演習・線型代数学演習 

微分積分学演習・線型代数学演習 

微分積分学演習・線型代数学演習 

授業の目標・概要 数学は講義を聴いただけでは意味を理解することが難しく，自分の手を動かして計算や証明をやって
みる必要がある．この２つの科目は微分積分学や線型代数学の講義と一体であり，練習問題を解くこ
とによって講義に対する理解を助け，応用力を養う．講義内容に即した応用問題の他に，講義の理解
を深めるための証明問題や，講義で触れられなかった内容に関する補足問題を適宜付け加えることも
ある． 

成績評価方法 通常は定期試験を行なわず，平常の出席点と対応する講義の試験結果とを組み合わせ，授業時間に発
表した解答・提出レポート・小テストなどを適宜勘案した総合評価をもって成績とする．出席点が重
視されるため，欠席を重ねると単位を出せなくなることがある． 

教科書 その他。／Other 
関連ホームページ https://www.ms.u-tokyo.ac.jp/sugaku/ 
※講義の詳細については、UTAS も参照すること 

時間割コード 開講 曜限 科目名 担当教員 対象クラス 

50127 Ａ 月 3 微分積分学演習 田中 雄一郎 1 年 理二三(14-16) 

50128 Ａ 月 3 線型代数学演習 田中 雄一郎 1 年 理二三(14-16) 

50129 Ａ 月 3 微分積分学演習 畑 宏明 1 年 理二三(17-20) 

50130 Ａ 月 3 線型代数学演習 関口 英子 1 年 理二三(17-20) 

50131 Ａ 月 3 微分積分学演習 吉野 太郎 1 年 理二三(21-24) 

50132 Ａ 月 3 線型代数学演習 加藤 晃史 1 年 理二三(21-24) 

50444 Ａ 火 5 微分積分学演習 白石 潤一 1 年 理一(1-5,17) 

50445 Ａ 火 5 線型代数学演習 伊山 修 1 年 理一(1-5,17) 

50446 Ａ 火 5 微分積分学演習 中村 勇哉 1 年 理一(6,18-19) 

50447 Ａ 火 5 線型代数学演習 中村 勇哉 1 年 理一(6,18-19) 

50448 Ａ 火 5 微分積分学演習 斉藤 義久 1 年 理一(7-9,13) 

50449 Ａ 火 5 線型代数学演習 志甫 淳 1 年 理一(7-9,13) 

50450 Ａ 火 5 微分積分学演習 清野 和彦 1 年 理一(10-12) 

50451 Ａ 火 5 線型代数学演習 清野 和彦 1 年 理一(10-12) 

50452 Ａ 火 5 微分積分学演習 牛腸 徹 1 年 理一(14-16) 

50453 Ａ 火 5 線型代数学演習 牛腸 徹 1 年 理一(14-16) 

50650 Ａ 水 4 微分積分学演習 牛腸 徹 1 年 理二三(1-7) 

50651 Ａ 水 4 線型代数学演習 牛腸 徹 1 年 理二三(1-7) 

50652 Ａ 水 4 微分積分学演習 田中 公 1 年 理二三(8-10) 

50653 Ａ 水 4 線型代数学演習 權業 善範 1 年 理二三(8-10) 

50654 Ａ 水 4 微分積分学演習 清野 和彦 1 年 理二三(11-13) 

50655 Ａ 水 4 線型代数学演習 清野 和彦 1 年 理二三(11-13) 

50844 Ａ 木 4 微分積分学演習 田中 雄一郎 1 年 理一(20-23) 

50845 Ａ 木 4 線型代数学演習 北山 貴裕 1 年 理一(20-23) 

50846 Ａ 木 4 微分積分学演習 山本 昌宏 1 年 理一(24-27) 

50847 Ａ 木 4 線型代数学演習 梶原 健 1 年 理一(24-27) 

50848 Ａ 木 4 微分積分学演習 辻 雄 1 年 理一(28-31) 

50849 Ａ 木 4 線型代数学演習 山﨑 満 1 年 理一(28-31) 

50850 Ａ 木 4 微分積分学演習 高山 茂晴 1 年 理一(32-35) 

50851 Ａ 木 4 線型代数学演習 間瀬 崇史 1 年 理一(32-35) 

50852 Ａ 木 4 微分積分学演習 森 迪也 1 年 理一(36-39) 

50853 Ａ 木 4 線型代数学演習 森 迪也 1 年 理一(36-39) 



数理科学基礎（補修） 

数理科学基礎（補修） 

数理科学基礎（補修） 

授業の目標・概要 科学・技術の礎となる数理科学の基礎的内容を学び，高等学校で学んだ数学から大学で学ぶ数学への
橋渡しとする． 
講義は微分積分と線型代数の二つのテーマからなる．本科目の講義内容は S2 タームから始まる「微
分積分学」「線型代数学」に接続する． 

成績評価方法 定期試験による． 
教科書 授業中に指示をする。／Will specify at class time 
関連ホームページ https://www.ms.u-tokyo.ac.jp/sugaku/ms_s1.html 
  
※講義の詳細については、UTAS も参照すること 

時間割コード 開講 曜限 科目名 担当教員 対象クラス 

50186 Ａ 月 5 数理科学基礎（補修） 今井 直毅 1 年 理科 2 年 理科 

50669 Ａ 水 5 数理科学基礎（補修） 北山 貴裕 1 年 理科 2 年 理科 

 



電磁気学Ａ 

電磁気学Ａ 

電磁気学Ａ 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 電気・磁気の法則を電荷やその運動による電流が作り出す電磁場の法則として捉える事によって、電磁気現象
を統一的に理解し、基礎方程式としてのマクスウェル方程式に至る。また、代表的な例題の解法を通じて、そ
の内容と応用の理解を深める。 主な項目は以下の通りであるが，実際の内容や順序は教員によって多少の違
いがあり、特に＊印のついた項目は省略される場合がある。 
1.序論：自然界の基本的力と電磁場、ローレンツ力、電荷の保存  
2.静電場  
 ・クーロンの法則とガウスの法則 
 ・電位とその性質  
 ・静電場の微分方程式（ガウスの定理、ストークスの定理）  
 ・導体系  
 ・静電場のエネルギーとストレス  
3.定常電流  
 ・オームの法則、連続の方程式  
 ・回路への応用（キルヒホフの法則） 
 ・ジュール熱  
4.定常電流による磁場  
 ・アンペールの法則  
 ・静磁場の微分方程式  
 ・ベクトルポテンシャル  
 ・ビオー・サヴァールの法則  
 ・円電流と等価磁石  
 ・単位系  
5.電磁誘導とマクスウェル方程式  
 ・ファラデイ・レンツの法則  
 ・変位電流と連続の方程式  
 ・マクスウェル方程式  
 ・電磁場のエネルギーと仕事  
 ・平面電磁波  
 ・準定常電磁場と交流回路  
＊6.物質中の電磁場  
 ＊考え方：分極電荷、磁化電流 
 ＊誘電体、磁性体（常磁性、反磁性、強磁性）  
 ＊異なった物質の間の境界条件  
 ＊物質中の電磁場エネルギー 

成績評価方法 主として定期試験によるが、担当教員の UTAS シラバスを参照すること 
教科書 その他。／Other 
※講義の詳細については、UTAS を参照すること 

時間割 

コード 
曜限 担当教員 対象クラス 

50544 水 2 下村 裕 1 年 理一(1-6) 

50550 水 2 多田 司 1 年 理一(31-33) 

50551 水 2 大井 万紀人 1 年 理一(34-35,37) 

50552 水 2 島野 亮 1 年 理一(38-39)理二三(7) 

50553 水 2 加藤 岳生 1 年 理二三(1-3,21-22,24) 

50554 水 2 藤山 茂樹 1 年 理二三(8,11,19) 

50753 木 2 森松 治 1 年 理二三(12-14) 

50755 木 2 下村 裕 1 年 理二三(4,17-18,23) 

50759 木 2 深津 晋 1 年 理一(14,21-22) 

50768 木 2 水野 英如 1 年 理一(23-24,26) 

50770 木 2 高木 隆司 1 年 理一(27-29) 

50771 木 2 岡本 徹 1 年 理一(7-9,30) 

51038 金 4 白石 直人 1 年 理一(10-12) 

51040 金 4 年吉 洋 1 年 理一(13,15-16) 

51041 金 4 素川 靖司 1 年 理一(17-18)理二三(5-6) 

51042 金 4 牛島 一朗 1 年 理一(19-20,25) 

51044 金 4 大谷 宗久 1 年 理一(36)理二三(16,20) 

51051 金 4 町田 友樹 1 年 理二三(9-10,15) 



電磁気学Ｂ 

電磁気学Ｂ 

電磁気学Ｂ 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要  
入学試験で物理学を選択しなかった学生で希望する者を対象とする。 
高等学校で未履修であること前提とした講義を行う。 
講義では演習、宿題等を十分に課する。 
目的は大学レベルの電磁気学を習得してもらう事である。入試において 
物理学を選択したものは受講資格がない。主な内容は以下の通り。 
1.序論：自然界の基本的力と電磁場、ローレンツ力、電荷の保存  
2.静電場  
 ・クーロンの法則とガウスの法則 
 ・電位とその性質  
 ・静電場の微分方程式（ガウスの定理、ストークスの定理） 
 ・導体系、導体に働く力、静電場のエネルギーとストレス 
 演習 
3.定常電流  
 ・オームの法則、連続の方程式  
 ・回路への応用（キルヒホフの法則）  
 ・ジュール熱 
4.定常電流による磁場 
 ・アンペールの法則  
 ・ビオー・サヴァールの法則 
 ・電流に働く力 
 ・円電流と等価磁石  
 ・磁場のエネルギー 
 ・単位系  
5.時間的に変動する電磁場 
 ・ファラデイ・レンツの電磁誘導の法則  
 ・交流回路 
6.変位電流とマクスウェル方程式  
 ・変位電流と電荷の保存 
 ・マクスウェル方程式 （積分形） 
 ・平面電磁波  
 演習 

成績評価方法 主として定期試験によるが、担当教員の UTAS シラバスを参照すること 
教科書 その他。／Other 
  
※講義の詳細については、UTAS を参照すること 

時間割 

コード 
曜限 担当教員 対象クラス 

50545 水 2 菊川 芳夫 1 年 理一(1-6,31-35,37-39)理二三(1-3,7-8,11,19,21-22,24) 

50754 木 2 上野 和紀 1 年 理一(7-9,14,21-24,26-30)理二三(4,12-14,17-18,23) 

51039 金 4 野海 俊文 1 年 理一(10-13,15-20,25,36)理二三(5-6,9-10,15-16,20) 

 



構造化学 

構造化学 

構造化学 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 物質の多様な構造や性質，反応を体系的に理解するには，原子や分子に基づいた化学的な考察が不可欠であ
る．本講義では，初歩的な量子論に基づいて，原子の構造や周期律，分子の化学結合の基礎を学ぶ．理論的な
基礎だけでなく，契機となった実験結果や身近な物質・現象を通して理解を深めることを目指す．各教員が共
通して取り上げる具体的な項目は，下記の通りである．  
1. 量子論の必要性  
 ・原子の発光スペクトル(離散的なエネルギー準位，Bohr 原子)  
 ・電子の粒子性と波動性(電子回折，物質波)  
2. 量子論の基礎  
 ・Schrödinger 方程式(原子・分子の量子論の出発点)  
 ・1 次元箱中の電子(ポリエンの吸収スペクトルと色)  
 ・2 原子分子の振動(振動スペクトルと分子構造)  
3. 原子の構造と性質  
 ・水素原子(量子数，エネルギー準位，原子軌道)  
 ・Pauli の排他原理(電子スピン)  
 ・多電子原子(元素の周期律と構成原理)  
4. 化学結合と分子  
 ・水素分子イオン(分子軌道，化学結合)  
 ・2 原子分子(分子の性質と電子構造) 

成績評価方法 ※各授業の UTAS シラバスを参照すること 
教科書 その他。／Other 
  
※講義の詳細については、UTAS を参照すること 

時間割 

コード 
曜限 担当教員 対象クラス 

50067 月 2 十代 健 1 年 理一(5,31,33-34) 

50071 月 2 立川 仁典 1 年 理一(20-22) 

50076 月 2 永田 利明 1 年 理二三(5,7,9,11) 

50118 月 3 杉原 加織 1 年 理一(17,29,35) 

50124 月 3 安池 智一 1 年 理二三(4,6,12-13) 

50220 火 1 岩崎 純史 1 年 理一(7,12,27,38) 

50228 火 1 河野 淳也 1 年 理二三(15,17,20) 

50364 火 3 齊藤 圭亮 1 年 理一(8,11,13,30) 

50371 火 3 木下 卓巳 1 年 理二三(8,14,22) 

50372 火 3 奥野 将成 1 年 理二三(10,18-19,23) 

50617 水 3 中田 真秀 1 年 理一(4,16,18-19) 

50621 水 3 澁田 靖 1 年 理一(24,28,36) 

50642 水 4 中島 正和 1 年 理一(6,10,15) 

50647 水 4 沖野 友哉 1 年 理一(23,25-26) 

50649 水 4 石井 邦彦 1 年 理一(32,37,39) 

50811 木 3 桐谷 乃輔 1 年 理一(1-3,9,14) 

50822 木 3 長谷川 宗良 1 年 理二三(1-3,16,21,24) 

50890 木 6 羽馬 哲也 1 年 理科 

51083 金 6 羽馬 哲也 1 年 理科 

 



生命科学Ⅱ 

生命科学Ⅱ 

生命科学Ⅱ 開講区分 Ａ 

授業の目標・概要 細胞生物学を中心に細胞の構造と機能の初歩を講義する。内容はほぼ以下の通りであるが、講義の具体的な進
め方は教員によって多少異なることもある。開講時の説明をよく聞くこと。  
１．細胞内輸送 
２．細胞骨格と細胞運動 
３．細胞間・細胞内情報伝達 
４．神経伝達と機能 
５．細胞周期 
６．動物・植物の発生 
７．遺伝子の発現制御 
８．ゲノムと進化 
９．生物多様性 

成績評価方法 【担当教員入力】 
実施の詳細は担当教員から指示される． 

教科書 次の教科書を使用する。／Will use the following textbook 
 書名 理系総合のための生命科学－分子・細胞・個体から知る“生命”のしくみ－第５版 
 著者（訳者） 東京大学生命科学教科書編集委員会 編 
 出版社 （株）羊土社 
 ISBN 978-4-7581-2102-6 
  
※講義の詳細については、UTAS を参照すること 

時間割 

コード 
曜限 担当教員 対象クラス 

50176 月 4 渡邊 雄一郎、加納 純子 1 年 理二三(14,16,18-19) 

50177 月 4 大杉 美穂、阿部 光知 1 年 理二三(20-23) 

50912 金 1 佐藤 健、北西 卓磨 1 年 理二三(7,9,15,24) 

50918 金 1 道上 達男、末次 憲之 1 年 理二三(10-13) 

51015 金 3 瀬尾 秀宗 1 年 理二三(1-6,8,17) 
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